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平成２１年度事業概要 

 

平成２１年度は１００年に一度と言われる地球規模の金融・経済危機に見舞われ、

わが国においては仕事をなくし、住居をなくし、路上生活を余儀なくされている人々

が多く発生した。 

そのことは、佐賀市においても例外ではなく職をなくし、住居をなくした人達への

支援のため、ハローワークの呼びかけに応じ、ワンストップ・サービス・デイに行政

とともに参加をして、我が市社協は、総合支援資金・福祉資金・教育支援資金など貸

付相談を受け持ち、多くの相談を受け、その支援を行ってきた。 

 

このような社会情勢の中で、平成２１年度の事業は平成１７年度・平成１９年度の

合併により、新たに佐賀市となった７町村の事業スタイルは残して、当初に計画した

事業計画に沿って事業推進を図った。 

その実施にあたっては行政や福祉団体・関係機関と連携を図り、地域福祉計画の基

本理念である「みんなで参加、みんなで福祉、みんなの安心、笑顔が輝く佐賀のまち」

を目指し、各種事業に取り組んできた。 

 

Ⅰ．法人運営部門 

 １、財源の確保、資産の管理 

 ２、人事管理 

 ３、理事会・評議委員会開催 

 ４、苦情処理などの業務 

・法人運営関係の業務を全て本所に統括し、業務の効率化を図り、特に平成２１

年６月に任期満了となる理事・評議委員の選出にあたり、定数削減並びに選出

区分の見直しを行った。又職員配置においては、総人員１１１名（法人運営費

支弁３７名、事業費支弁職員７４名）を配置し、事業運営に努めた。 

・苦情関係では相談助言、事情調査など事業運営に関すること等の苦情等が２８

件であったが、全て理解を得て解決した。 

 

Ⅱ．地域福祉活動推進部門（１１事業） 

 １、ボランティアの育成・支援 

・小地域ネットワークの要として重要な役目を持つボランティア活動へ支援を行

ってきた。 

それにより各地域にボランティア活動の輪が広がり、今年度、川副支所管内で

川副町ボランティア連絡協議会が設立され、これで佐賀市に協会が１箇所・推

進協議会が３箇所・連絡協議会が４箇所設置され、佐賀市全域にボランティア

協議会等が設立されたことになる。 
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本年度のボランティアセンター事業としては、ボランティア活動の基盤強化と

育成支援並びに地域のニーズ把握に努めてきた。 

２、小地域ネットワーク活動支援事業 

・合併により新たに佐賀市となった地域に校区社協を設立するため、校区社協の

必要性について職員の勉強会等を実施し、地域の団体との話し合いの基盤づく

りを図った。 

３、災害時要援護者への支援対策事業 

・平成２０年度に引き続き、民生委員の協力を得て災害時要援護者の掘り起こし

を実施すると共に災害時要援護者の避難所として、佐賀市から老人センター等

の福祉施設を福祉避難所に指定を受けた。 

４、地域子育て支援事業 

・今年度から諸富支所を起点として富士支所・三瀬支所を始めとし、全地域に事

業展開をして子育て中の親の育児不安などの解消のため、地域住民の協力を得

て、広場型子育て支援センターを設置し、広場を支える地域住民の助け合い・

支えあい活動の充実を図り、地域で子育てふれあい広場事業の推進を図った。 

 

Ⅲ．福祉サービス利用支援部門（９事業） 

・福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）は認知症高齢者、知的障

がい者、精神障がい者など判断能力が不十分な人達が安心で自立した地域社会

生活を送れるよう、福祉サービスの利用援助等を行ってきた。 

今年度は、核家族化、高齢化が進んでいるためか、相談件数が倍増した。  

 

Ⅳ．在宅福祉サービス部門（６事業） 

・介護保険事業は本所管内・大和支所及び川副支所管内で、居宅介護支援事業、

通所介護事業、訪問介護事業を実施し、要支援、要介護状態の介護保険利用者へ

の支援を行った。 

 

その他、福祉資金の貸付、老人センター運営など、佐賀市・県社協からの委託事業

にも取り組むと共に市行政と協調し、地域の児童遊園地及び防犯灯の整備の推進を行

うなど、平成２１年度も佐賀市の民間福祉団体の中核として関係機関と連携図り、福

祉のまちづくりに努めてきた。 
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平成２１年度 

社会福祉法人 佐賀市社会福祉協議会事業報告 

※注意：〔  〕は決算書のページを表しています。 

 本 所  

Ⅰ．法人運営部門（259,619,666 円）〔Ｐ１８～Ｐ３７〕 

１ 役員会開催状況（213,000 円）〔Ｐ２１〕 

役員会の別 開催月日 場   所 
出欠状況 

出席 欠席 

監 査 

監 査 

監 査 

監 査 

理事会 

理事会 

県指導監査立会 

県指導監査立会 

理事会 

理事会 

２１． ５．１１ 

２１． ５．１３ 

２１． ５．１４ 

２１． ５．１８ 

２１． ５．２７ 

２１． ７． １ 

２１．１１．１８ 

２１．１１．１９ 

２１．１２．１８ 

２２． ３．２４ 

ほ ほ え み 館 ３Ｆボランティア室 

ほ ほ え み 館 ３Ｆボランティア室 

ほ ほ え み 館 ３Ｆボランティア室 

ほ ほ え み 館 ３Ｆボランティア室 

ほ ほ え み 館 ４Ｆ大 会 議 室 

ほ ほ え み 館 ４Ｆ大 会 議 室 

ほ ほ え み 館 ３Ｆボランティア室 

ほ ほ え み 館 ３Ｆボランティア室 

ほ ほ え み 館 ４Ｆ大 会 議 室 

ほ ほ え み 館 ４Ｆ大 会 議 室 

 １ 

 １ 

 ２ 

 ２ 

１６ 

１６ 

 ２ 

 ２ 

１５ 

１６ 

 １ 

 １ 

 ０ 

 ０ 

 ５ 

 ３ 

 ０ 

 ０ 

 ４ 

 ３ 

（１）第１回理事会議案   平成２１年５月２７日 

第１号議案  次期佐賀市社会福祉協議会評議員候補の同意について 

    第２号議案  佐賀市社会福祉協議会育児・介護休業等に関する規定の一部を改正する 

規程について 

    第３号議案  平成２０年度佐賀市社会福祉協議会事業報告並びに一般会計資金収支決算に

ついて（監査報告） 

    第４号議案  平成２１年度佐賀市社会福祉協議会一般会計資金収支補正予算について 

（２）第２回理事会議案   平成２１年７月１日 

第１号議案  佐賀市社会福祉協議会会長の選任について 

第２号議案  佐賀市社会福祉協議会副会長の選任について 

第３号議案  佐賀市社会福祉協議会評議員の選任について 

第４号議案  佐賀市社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正する規程について 

第５号議案  平成２１年度佐賀市社会福祉協議会一般会計資金収支補正予算について 

第６号議案  佐賀市社会福祉協議会専決規程の内会長の代決者としてのあらかじめ会長が

指名する副会長の順序についての一部改正について 

（３）第３回理事会議案   平成２１年１２月１８日 

第１号議案  社会福祉法人 佐賀市社会福祉協議会定款の一部を改正する定款について 

    第２号議案  佐賀市社会福祉協議会福祉功労者表彰規程の一部を改正する規程について 

    第３号議案  佐賀市社会福祉協議会職員就業規則の一部を改正する規則について 
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    第４号議案  佐賀市社会福祉協議会職員等の旅費に関する規程について 

    第５号議案  社会福祉法人 佐賀市社会福祉協議会経理規程の一部を改正する規程について 

    第６号議案  指定介護予防通所事業運営規程（大和）の一部を改正する規程について 

    第７号議案  平成２１年度佐賀市社会福祉協議会一般会計資金収支補正予算について 

    第８号議案  県指導監査指摘事項報告と改善状況報告について 

（４）第４回理事会議案   平成２２年３月２４日 

第１号議案  佐賀市社会福祉協議会職員就業規則の一部を改正する規則について 

    第２号議案  佐賀市社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正する規程について 

第３号議案  佐賀市社会福祉協議会苦情解決第三者委員の選任について 

第４号議案  平成２１年度佐賀市社会福祉協議会一般会計資金収支補正予算について 

第５号議案  平成２２年度佐賀市社会福祉協議会事業計画及び一般会計・特別会計資金収

支予算について 

 

２ 評議員会開催状況（432,000 円）〔Ｐ２１〕 

開催月日 場   所 
出欠状況 

出席 欠席 

２１． ５．２７ 

２１． ６．２３ 

２１． ７． １ 

２１．１２．１８ 

２２． ３．２４ 

ほ ほ え み 館 １Ｆき ら き ら 学 習 ル ー ム 

ほ ほ え み 館 ４Ｆ大 会 議 室 

ほ ほ え み 館 ４Ｆ大 会 議 室 

ほ ほ え み 館 ４Ｆ大 会 議 室 

ほ ほ え み 館 ４Ｆ大 会 議 室 

３３ 

２４ 

２９ 

２８ 

３４ 

 ６ 

１１ 

 ６ 

 ７ 

 １ 

（１）第１回評議員会議案   平成２１年５月２７日 

    第１号議案  佐賀市社会福祉協議会育児・介護休業等に関する規定の一部を改正する 

規程について 

    第２号議案  平成２０年度佐賀市社会福祉協議会事業報告並びに一般会計資金収支決算に

ついて（監査報告） 

    第３号議案  平成２１年度佐賀市社会福祉協議会一般会計資金収支補正予算について 

（２）第２回評議員会議案   平成２１年６月２３日 

第１号議案  理事の選任について 

第２号議案  監事の選任について 

（３）第３回評議員会議案   平成２１年７月１日 

第１号議案  佐賀市社会福祉協議会専決規程の内会長の代決者としてのあらかじめ会長が

指名する副会長の順序についての一部改正について 

第２号議案  佐賀市社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正する規程について 

第３号議案  平成２１年度佐賀市社会福祉協議会一般会計資金収支補正予算について 

（４）第４回評議員会議案   平成２１年１２月１８日 

第１号議案  社会福祉法人 佐賀市社会福祉協議会定款の一部を改正する定款について 

    第２号議案  佐賀市社会福祉協議会福祉功労者表彰規程の一部を改正する規程について 

    第３号議案  佐賀市社会福祉協議会職員就業規則の一部を改正する規則について 

    第４号議案  佐賀市社会福祉協議会職員等の旅費に関する規程について 

    第５号議案  社会福祉法人 佐賀市社会福祉協議会経理規程の一部を改正する規程について 
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    第６号議案  指定介護予防通所事業運営規程（大和）の一部を改正する規程について 

    第７号議案  平成２１年度佐賀市社会福祉協議会一般会計資金収支補正予算について 

    第８号議案  県指導監査指摘事項報告と改善状況報告について 

（５）第５回理事会議案   平成２２年３月２４日 

第１号議案  佐賀市社会福祉協議会職員就業規則の一部を改正する規則について 

    第２号議案  佐賀市社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正する規程について 

第３号議案  佐賀市社会福祉協議会苦情解決第三者委員の選任について 

第４号議案  平成２１年度佐賀市社会福祉協議会一般会計資金収支補正予算について 

第５号議案  平成２２年度佐賀市社会福祉協議会事業計画及び一般会計・特別会計資金収

支予算について 

 

３ 役員研修会開催状況（54,000 円）〔Ｐ２２〕 

開催月日 研 修 先 
出欠状況 

出席 欠席 

２１．１０．２６ 

２１．１０．２７ 

諸富・大和・富士・三瀬・川副・東与賀・久保田支所 

平松・巨勢・開成老人福祉センター、金立いこいの家

高木園、松梅児童館 

１１ 

１１ 

 ８ 

 ８ 

 

４ 苦情・相談の受付及び解決状況 

苦情解決システム管理要綱に基づき、利用者等からの苦情について適切な解決を図った。 

区分 受付相談 

解決状況 

相談助言 
事情調査・ 

申し入れ 

市･県社協へ 

情報提供 
紹介伝達 その他 

相談受付 ２８ ２ ９ ４ ４ ９ 

 
苦 情 １２ ０ ７ ０ ３ ２ 

その他 １６ ２ ２ ４ １ ７ 

 

Ⅱ．地域福祉活動推進部門 

１ 民生委員・児童委員活動支援事業（495,000 円）〔Ｐ３８〕 

住民の立場に立って相談に応じ、援助を行い、広く住民の福祉にかかわり地域福祉活動の推進

を行っている市内の民生委員・児童委員（５３５名）の活動支援・協力を行った。 

（１）地区民生委員児童委員協議会（418,000 円） 

所管事項についての伝達・依頼とともに業務遂行上必要な意見交換を行うため、市行政部局

とともに市内２６地区へ毎月出席した。 

（２）佐賀市民生委員児童委員連絡協議会会長会（77,000 円） 

市行政部局とともに主要関連事項の説明、又は意見交換のため毎月出席した。 

β │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ↄ ≢№╡⁸ ╙ ⌐☼כ♬⌂

≢⅝╢╟℮ ⅛╠⁸ ─ ╩ ⅝⁸ ⌐ ╘╢⁹ 
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２ 地域福祉活動計画策定事業（10,000 円）〔Ｐ４５〕 

平成２３年度からの第二次計画策定に向けて、平成２２年３月２３日に「佐賀市地域福祉活動

計画推進委員会」を設置し、平成２２年度における住民アンケート・推進委員会の開催計画につ

いて協議した。第二次計画策定についても、市と協働で取り組むこととした。 

β ⌐ ↑≡ ▪fi◔כ♩ ⁸ ⁸ ≤ ⇔≡

╡ ╗⁹ 

 

３ ボランティアセンター事業（4,021,599 円）〔Ｐ４６〕※（３）①及び（６）②を除く 

ボランティア活動の基盤強化を重点に、ボランティア（個人・グループ）の育成援助並びに地

域のニーズ把握に努めるとともに、情報の提供及び各種講座・行事等を開催し、市民のボランテ

ィア意識高揚と、ボランティア活動への参加を促した。（事務的経費 124,488 円） 

（１）活動基盤整備事業 

①ボランティアコーディネート機能の強化 

市民からのボランティア活動に関する様々な相談に応じるとともに、登録ボランティア

の育成、支援並びにボランティア活動の活性化とニーズの把握、調整に努めた。 

②ボランティアセンター運営委員会の開催（44,000 円） 

ボランティアセンターの適切な運営を図るため、事業内容などについて検討した。 

      ○開催日   平成２１年６月１６日（火） 

○内 容   ・平成２０年度佐賀市社会福祉協議会ボランティアセンター事業報告及

び決算について 

             ・平成２１年度学校ボランティア申請について 

             ・平成２１年度ボランティア団体活動助成について 

○開催日   平成２２年３月２５日（木） 

○内 容   ・平成２１年度佐賀市社会福祉協議会ボランティアセンター事業報告について 

・平成２２年度佐賀市社会福祉協議会ボランティアセンター事業計画

（案）及び予算（案）について 

βⱲꜝfi♥▫▪ה ╩╟╡ ↕∑╢⁸Ⱳꜝfi♥▫▪☿fi♃כ─ ╛

─ ה ⌂≥╩ ™⁸ ─ ╩╖√⁹ 

   ③ボランティア室の貸出 

ボランティア団体や各福祉団体等の活動を促すため、準備や会議、定例会、講座などを

開催する場合は会場を無償で貸し出した。 

○利用団体  延べ３２４団体 

○利用者   延べ５，５９９人 

（２）啓発推進事業 

①ボランティア情報の提供 

社協だより“愛・あい”に「ボランティアセンターだよりコーナー」を設け、情報提供

を行った。また、各種ボランティア団体に対し、民間助成金案内をホームページ等で行い、

活動の幅を広げることができるよう支援した。 

（まちづくりモデル活動支援事業：２団体、大和証券福祉財団：３団体） 

    ②収集ボランティア活動支援 

      使用済み切手、書き損じはがきの収集を図り、国内外の福祉活動を支援した。 
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（３）養成研修事業 

①ボランティアリーダー研修（374,336 円）〔Ｐ４１〕 

各ボランティア連絡協議会代表者を対象に、「第１８回全国ボランティアフェスティバル

えひめ」に参加し、これまでのボランティア活動を振り返り、誰もが安心・安全に暮らせ

る社会づくりに必要なこれからのボランティアについて理解を深めあい、より一層、活動

の輪を広げていく役割について認識してもらう機会とした。 

○開催日   平成２１年９月２６日（土）～１７日（日） 

      ○研修地   ひめぎんホール、愛媛大学、愛媛県総合社会福祉会館、エスポワール 

             愛媛文教会館、愛媛県身体障害者福祉センター 

      ○参加者   ９人 

②ボランティアのつどい（100,000 円） 

佐賀市ボランティア連絡協議会々員相互の交流を図るとともに、研鑽の機会とした。 

      ○開催日   平成２１年９月７日（月） 

      ○場 所   メートプラザ佐賀 

      ○参加者   １２２人 

      ○内 容   研修①：災害時要援護者ネットワークについて 

             研修②：災害に強いまちづくり ～ボランティアにできること～  

             研修③：ワークショップ 

    ③中学生福祉体験学習事業（109,665 円） 

初対面の市内の中学生同士が、共同生活を営みながら福祉活動やボランティア活動など

を実際に体験することで、「福祉の心・ボランティアの心」を体感し、自問自答しながら心

の糧を育んだ。 

○開催日   平成２１年８月１８日（火）～１９日（水） 

○開催場所  北山少年自然の家、森林学習展示館、松梅児童館 

      ○参加者   １３人 

      ○内 容   環境学習、創作活動、救命救急法（着衣泳法）、幼児とのふれあい等 

β ₁ ⅜ ⇔≡™╢√╘⁸ │ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

④地域子育て支援サポーター養成講座（52,656 円） 

地域で子育て支援活動に意欲をお持ちの方に対し、必要な知識や技術等を提供し、ボラ

ンティアとしての人材育成を行い、地域で子どもを育てる環境づくりの輪を広げた。 

○開催日   平成２１年１１月９日（月）、１６日（月）、２４日（火）、１２月８日（火） 

      ○場 所   ほほえみ館（いきいき健康ルーム、ボランティア室） 

             佐賀市大和老人福祉センター、佐賀市産業振興会館、各支所 

      ○参加者   １４人 

      ○内 容   ・講話「子育て支援事業への理解」「子育て支援の必要性・役割」 

                「子どもの心と体の発達と援助」「必要な態度」 

                「支援者のかかわり方」「手遊びや簡単折り紙」 

             ・実習（各支所で１１月中に２回） 

             ・意見交換会とボランティアグループの活動紹介 

β ⁸ ─ ⅜ ─ ≡ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ≤╙ ╩ ⅝⁸

≢ ≡╩∆╢ ≠ↄ╡─ ╩∆╢ ⅜№╢⁹ 
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⑤運転ボランティア養成講座 

高齢者等の日常生活における「移動」を支援するボランティアを養成することにより、

移動に伴う身体的負担の軽減、社会参加の促進、家族の介護負担の軽減を図った。 

（４）災害時のボランティアへの取り組み 

災害発生時には速やかに災害ボランティアセンターを立ち上げ、被災者支援・ボランティア

支援を行えるような体制作りを図った。 

（５）団体活動の支援 

    ①ボランティア活動保険の受付 

社会福祉協議会に登録しているボランティアが安心して活動に取り組むことができるよ

う、ボランティア活動中の事故に備えてボランティア活動保険の受付を行った。 

 合計 本所 諸富 大和 富士 三瀬 川副 東与賀 久保田 

加入団体数 120 団体 63 6 13 3 0 7 10 18 

加入者数 3,513 人 2,671 65 178 170 3 135 125 166 

事故件数 10 件 8 1 1 0 0 0 0 0 

②ボランティア活動への助成（1,629,000 円） 

福祉活動の振興を図るため、社会福祉事業を目的とするボランティア団体等の運営に要

する経費に対して助成を行った。 

      ○交付団体  ６２団体（ボランティア団体） 

              ９団体（ボランティア連絡〔推進〕協議会） 

③学校ボランティア育成事業（945,000 円） 

社会福祉への理解と関心を深め、ボランティア精神（公共に奉仕する心情、相互扶助の

精神）を育むことを目的とした学校事業に対して助成を行った。 

      ○申請校   全７１校中３８校（小学校２５校、中学校１２校、高校１校） 

β ≤ ╩⇔√ ⅜ ≢ ╦╣≡⅔╡⁸ ≢╙ ₁ ≥╙ ─ ⅜

╕∫≡⅝√≤™℮ ╩ ↑≡™╢⁹ 

（６）その他の支援事業 

①傾聴ボランティア活動の支援 

高齢者・障がい者が地域社会から孤立しないよう、傾聴ボランティア養成講座の修了生を施

設・地域で活動する傾聴ボランティアとして派遣するため、コーディネートを行った。 

○活動先   けやき荘、こすもす苑、桂寿苑、ヘルスケア水ケ江、レインボー川副 

なごみ荘、みどりの園、福寿園、野菊の里、本庄紀水苑 

ふれあいの里道海、シニアケア佐賀、在宅傾聴 

β ─ ≢⁸ Ⱳꜝfi♥▫▪◓ꜟכⱪ₈ ⅛√╠™₉⌐ ╩  

②生活困難者支援事業への助成・支援（180,000 円）【歳末配分】〔Ｐ５２〕 

      佐賀市福祉ボランティア協会が行う、生活に困窮している者や路上生活者が、年末年始

を無事に乗り切れるよう安否確認を兼ね、炊き出し及びカップ麺等を詰め合せた「年越し

福袋」の配布に対し、助成・支援を行った。 

      ○開催日   平成２１年１２月２６日（土） 

      ○場 所   佐賀市役所 南側駐車場 

      ○参加者   １００人（炊き出し） 

○配布数   ５０人（年越し福袋） 
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③障がい児夏休み教室への協力・支援 

障がい児夏休み教室実行委員会に参画し、ボランティアの募集・調整の支援を行った。 

    ④２４時間テレビチャリティー募金活動等への支援 

      市内の福祉施設や団体、ＮＰＯ法人等が行うチャリティー募金活動及び福祉車輌等の寄

贈申し込みの取りまとめを行い、各団体との協働により福祉の街づくりを推進した。 

⑤佐賀市福祉ボランティア協会との協働 

佐賀市福祉ボランティア協会が開催する代表者会議に参加し、協会との協働事業に取り

組み、連絡・調整を図るとともに情報等の共有を図った。（第２土曜日） 

   ⑥各ボランティア団体等との連携 

各ボランティア団体等の定例会に参加し、連携に努めた。 

⑦佐賀市おもちゃ図書館「むつごろう文庫」の運営（257,800 円） 

主に障がい児とその家族に対し、ボランティアグループ「むつごろう文庫の会」の協力

を得て、生活訓練に役立つおもちゃの貸し出し、遊び場を提供した。 

○場所    ほほえみ館軽スポーツ室 

○開館日   第２水曜日、第２土曜日、第４月曜日（年３４回） 

○利用者   ２０８人（大人：１１６人、子ども：９２人） 

⑧ごみカレンダー点字版の配布 

点訳ボランティア「麦の会」の協力により、ごみカレンダーの点訳版を作成し、市内の

視覚障がい者で希望する方（２７名）に配布した。 

（７）各支所ボランティアセンター事業 

    ①諸富支所 （10,000 円）〈報告書Ｐ２８〉⑤川副支所 （   0 円）〈報告書Ｐ４５〉 

②大和支所 （24,000 円）〈報告書Ｐ３３〉⑥東与賀支所（84,037 円）〈報告書Ｐ４９〉 

    ③富士支所 （63,617 円）〈報告書Ｐ３７〉⑦久保田支所（     0 円)〈報告書Ｐ５３〉 

④三瀬支所 （23,000 円）〈報告書Ｐ４１〉 

 

４ 小地域ネットワーク活動 

（１）校区社会福祉協議会活動の推進・支援（7,230,510 円） 

「自分たちの地域の福祉課題は、まず自分たち自身で取り組もう」という住民意識をもとに、

小地域福祉活動を担う基礎組織として設置されている市内１９校区の校区社会福祉協議会に対

し支援と協力を行い、地域福祉の推進を図った。 

①校区社会福祉協議会運営費助成（5,700,000 円）【一部共募配分】〔Ｐ４１〕 

各校区社会福祉協議会の運営・活動を支援するため、佐賀市と協調して助成を行った。 

②校区社会福祉協議会会長会及び幹事会の開催 

各校区社会福祉協議会間の連絡調整のため、会長及び幹事による会議の場を設け、情報

交換を行った。 

③校区社会福祉協議会役員研修（376,270 円）〔Ｐ４１〕 

校区社会福祉協議会活動の充実と活性化を図るため、先進地の地区社会福祉協議会の役

員との交流研修等を実施し、事業の強化・促進に役立てた。 

      ○開催日   平成２１年１１月２６日（木）～２７日（金） 

      ○場 所   都城市 正応寺地区社会福祉協議会 

      ○内 容   正応寺地区及び祝吉地区社会福祉協議会事業について、意見交換 
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      ○参加者   校区社協会長、役員、市社協職員３９名 

④支所における地区社会福祉協議会設立推進 

      支所における地区社会福祉協議会の設立に向けて関係団体に協力を呼びかけ、設立を推

進した。 

⑤年末年始地域福祉交流事業（1,154,240 円）【歳末配分】〔Ｐ５２〕 

校区社会福祉協議会が福祉課題に応じて行う年末年始事業に対し、助成を行うことで、

地域での交流を深めた。（事務的経費 9,240 円） 

地区名 事業内容 事業費 

勧 興 
町の駅ふれあい「あん餅つくり」会 

ふれあい親子しめ縄つくり・餅つき大会 
69,000 

循 誘 循誘子ども餅つき大会 81,000 

日 新 地域異世代間交流 しめ縄づくり 77,000 

赤 松 世代間交流 餅つき大会・しめ縄作り 77,000 

神 野 ひとり暮らし男料理教室、健康について 85,000 

西与賀 西与賀小６年生 しめ縄づくり、お年寄り宅配布 60,000 

嘉 瀬 地域世代間交流 しめ縄づくり 44,000 

巨 勢 
地域交流事業 

餅つき大会、グラウンドゴルフ大会 
53,000 

兵 庫 高齢者ふれあいの集い 76,000 

高木瀬 ふれあい迎春のつどい しめ縄つくり、豚汁会 102,000 

北川副 ふれあい冬まつり「餅つき体験・もぐら打ち演技」 89,000 

本 庄 本庄町ふれあいグラウンドゴルフ大会 60,000 

鍋 島 地域交流餅つき大会 80,000 

久保泉 三世代による、鬼火焚き、餅つき大会 45,000 

新 栄 地域世代間交流 餅つき大会 70,000 

開 成 三世代交流グラウンドゴルフ大会 77,000 

合   計 1,145,000 

β ─ ─√╘⁸╟╡ ≢╟╡⅝╘ ╛⅛⌂ ╩ ⇔≡™╢

≤─ ╩ ⌐ ╘⁸ │ ⌐⅔™≡╙ ╩

⇔⁸ ─ ⌐№∫√ ─ ⅜≢⅝╢╟℮⌐ ╩ ∫≡™ↄ⁹ 

（２）高齢者サロン事業（14,284,071 円）〔Ｐ５５〕 

地域住民の自主的な参加と協力のもと、家に閉じこもりがちな高齢者やひとり暮らしの高齢

者等に、地域の施設（地区公民館、集会所等）を活用し、社会的孤立感の解消及び自立生活の

向上を図った。併せて、各サロンの要請に応じ、サロン設立や運営の指導等を行った。 

地区名 サロン数 延べ活動回数（回） 延べ参加者数（人） 

勧 興 5 67 917 

循 誘 6 69 1,419 

日 新 15 150 2,717 

赤 松 1 11 166 

神 野 11 114 2,933 



 - 11 - 

西与賀 4 44 1,306 

嘉 瀬 4 66 1,221 

巨 勢 3 34 748 

兵 庫 2 22 266 

高木瀬 11 163 4,833 

北川副 14 161 2,976 

本 庄 1 12 331 

鍋 島 2 25 571 

金 立 6 72 1,746 

久保泉 7 75 1,991 

蓮 池 10 93 2,082 

新 栄 5 652 5,490 

若 楠 3 35 750 

開 成 6 142 2,222 

諸 富 17 368 8,268 

大 和 5 77 1,058 

富 士 8 98 1,616 

三 瀬 4 44 923 

川 副 21 243 4,039 

東与賀 3 36 807 

久保田 3 34 543 

合 計 177 2,907 51,939 

◎サロン遊具貸出状況 

年度 
スロット 

ボール 

ボーリング 

ゲーム 
輪投げ 

室内 

ペタンク 

ハンディ 

カラオケ 

保有数 ２ ７ ８ ５ ２ 

２１年度 ４２ ２０ ３６ ６ ６ 

β ⌐◘꜡fi⅜ ╠╣⁸ ─ ∂↓╙╡ ╛ ⌐ √⇔≡™╢ │ ⅝ↄ⁸

◘꜡fi╩ ∂≡ ⅜ ╩ ╘⁸ ≢─ ↑ ™╩ ╗ ≠ↄ╡⌐ ⅜╢↓≤╩ ∆╢⁹ 

（３）在宅高齢者会食会助成事業（1,482,700 円）【共募配分】【歳末配分】〔Ｐ５２〕 

地域ボランティア、校区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議会の協力のもと、高齢

者の生きがいと健康づくり活動の推進を図るため、会食会を実施し、社会的孤立感の解消及び

自立生活の助長を図った。 

地区名 実施団体 開催数（回） 参加者数（人） 助成額（円） 

勧 興 勧興校区社協 1 110 33,000 

循 誘 
ボランティア循友 3 258 77,400 

循誘校区社協 1 130 18,200 

日 新 にちりん 10 952 285,600 

神 野 ボランティア神野 1 78 23,400 

西与賀 西与賀校区社協 2 209 62,700 
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嘉 瀬 せいらん 5 323 96,900 

巨 勢 
ボランティア巨勢 7 384 115,200 

巨勢地区民協 1 54 16,200 

兵 庫 兵庫地区民協 1 73 21,900 

高木瀬 
ボランティア高木瀬 1 116 34,800 

高木瀬校区社協 1 194 58,200 

北川副 ボランティア北川副 3 344 103,200 

鍋 島 ボランティア鍋島 2 256 61,900 

久保泉 いずみボランティア 2 174 42,700 

蓮 池 蓮池校区社協 1 68 20,400 

新 栄 
新栄ボランティア 2 179 53,700 

新栄校区社協 1 70 21,000 

若 楠 ボランティア若楠 3 400 120,000 

開 成 ひまわり 10 721 216,300 

合   計 58 5,093 1,482,700 

β ≤╙ ⅎ ™⁸ ⅜╡─№╢ ╩ ⇔⁸ ╩ ≤⇔√ ⅜ ╕╣╢⁹ 

（４）愛の一声運動推進事業（4,997,037 円）〔Ｐ５０〕 

ひとり暮らし高齢者の安否確認と生活状況の常時把握や孤独感を慰め日常生活の安全を確保

することを目的に、佐賀市民生委員児童委員協議会に委託して実施した。 

地区名 前期登録数 後期登録数 地区名 前期登録数 後期登録数 

勧 興 6 4 久保泉 10 10 

循 誘 46 46 蓮 池 34 33 

日 新 24 23 新 栄 13 13 

赤 松 12 12 若 楠 8 8 

神 野 61 63 開 成 10 10 

西与賀 11 11 諸 富 89 79 

嘉 瀬 4 4 大 和 13 14 

巨 勢 20 15 富 士 118 120 

兵 庫 23 25 三 瀬 32 29 

高木瀬 18 22 川 副 87 84 

北川副 35 35 東与賀 42 42 

本 庄 33 31 久保田 28 27 

鍋 島 19 18    

金 立 45 43 合 計 841 821 

β ─ ה ─ ─♩♇ⱨ♥▫Ⱡכ☿╛ ⌐ √∆ │ ⅝ↄ⁸ ≤╙

─ ™ ─ ⁸⅔√∫⇔╚ ≤─Ⱡ♇♩꞉כ◒≠ↄ╡⅜ ≢№╢⁹ 

（５）災害時要援護者避難支援対策事業（117,562 円）〔Ｐ５１〕 

災害時に避難支援を要する高齢者等（災害時要援護者）に対し、迅速な安否確認や避難支援

行動に取り組めるよう、地域支援団体（自治会、民生児童委員、校区社協など）の協力を得て、

市と協働で取り組んだ。 
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民生児童委員に新規登録および更新について協力してもらい、登録者１，８３７名の名簿・

マップを自治会長・民生児童委員に配布を行った。 

福祉避難所（２０施設）・福祉避難施設（３３施設）を指定し、平成２１年１２月２２日に覚

書・協定書を交わした。 

地区名 

３月３１日現在 うち避難支援員の数 

 

 

⅜
™

 ה

 

高齢者 
障がい者・ 

難病患者等 
計 

─

 

 

  

 

═ 

  

 

═ 

  

 

═ 

勧 興 68 0 68 17 17 0 0 17 17 25 

循 誘 39 2 41 20 22 1 2 21 24 51 

日 新 78 1 79 46 65 0 0 46 65 58 

赤 松 90 0 90 34 36 0 0 34 36 38 

神 野 116 3 119 71 77 1 1 72 78 61 

西与賀 35 1 36 25 27 0 0 25 27 69 

嘉 瀬 44 2 46 31 38 2 2 33 40 72 

巨 勢 20 0 20 16 20 0 0 16 20 80 

兵 庫 92 1 93 58 73 0 0 58 73 62 

高木瀬 98 3 101 53 66 0 0 53 66 53 

北川副 88 6 94 45 50 0 0 45 50 48 

本 庄 127 0 127 35 37 0 0 35 37 28 

鍋 島 58 5 63 33 38 0 0 33 38 52 

金 立 59 0 59 53 83 0 0 53 83 90 

久保泉 55 0 55 28 34 0 0 28 34 51 

蓮 池 19 0 19 4 4 0 0 4 4 21 

新 栄 53 5 58 28 32 2 2 30 34 52 

若 楠 86 2 88 60 69 2 2 62 71 71 

開 成 79 4 83 24 26 0 0 24 26 29 

諸 富 116 2 118 93 112 1 1 94 113 80 

春 日 31 1 32 18 23 0 0 18 23 56 

春日北 20 1 21 19 22 0 0 19 22 91 

川 上 41 4 45 27 27 2 2 29 29 64 

松 梅 12 1 13 6 6 1 1 7 7 54 

富 士 59 1 60 51 71 1 2 52 73 87 

三 瀬 11 0 11 2 2 0 0 2 2 18 

南川副 13 0 13 5 6 0 0 5 6 39 

西川副 26 1 27 24 28 0 0 24 28 89 

中川副 31 2 33 17 20 0 0 17 20 52 

大詫間 1 0 1 1 1 0 0 1 1 100 
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東与賀 85 2 87 65 77 1 1 66 78 76 

久保田 37 0 37 33 40 0 0 33 40 89 

合 計 1,787 50 1,837 1,042 1,249 14 16 1,056 1,265 58 

β 22 ╙ ≤⇔≡⁸ ≤ ≢ ⌐ ╡ ╗⁹ 

 

５ 福祉教育・啓発活動 

（１）福祉体験学習指導者派遣事業（799,295 円）【共募配分】〔Ｐ５２〕 

地域・学校等で開催される福祉総合学習（車椅子介助・アイマスク体験・高齢者疑似体験等）

が適切な指導により実施されることを目指し、経験・指導力を備えた指導者（クローバーの会）

を派遣した。 

種 別 延べ講座数（回） 派遣校数（校） 派遣校名 

アイマスク指導 １２３ １５ 赤松小 神野小 嘉瀬小 兵庫小 

疑 似 体 験 指 導 １４２ １８ 高木瀬小 鍋島小 新栄小 開成小 

車 椅 子 指 導 ９０ １５ 諸富北小 諸富南小 川上小 三瀬小 

事 前 協 議 ３６ １８ 城南中 城西中 金泉中 川副中 

合 計 ３９１  致遠館中 佐賀北高 

β ⌐ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ℮ ≥╙ ─ ╩ ∫√⁹ 

│⁸ ─ ╩ ⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ╩ ∫≡™ↄ⁹ 

（２）実習生の受け入れ 

これからの社会福祉を担う学生に社会福祉専門職に求められる姿勢、態度、援助技術を身に

つける実地教育の場を提供し、社会福祉の増進に繋がるよう指導・育成を行った。 

種別 平成２１年度 平成２０年度 

社会福祉士 ６校   １１人 ６校   １２人 

介護職員基礎研修 ２事業所 ５８名 ― 

体験学習 ２校    ５人 ６校   ９７人 

◎社会福祉士（久留米大学、長崎国際大学、西九州大学、福岡医療福祉大学 

渕上医療福祉専門学校等） 

    ◎介護職員基礎研修（介護労働安定センター、公共職業訓練校、有限会社マザー） 

    ◎体験学習（佐賀大学、佐賀女子短期大学） 

β ─ ╩ ∆ ⌐⁸ ╩ ⇔⁸ ™ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜⁸↓╣⅛╠─

≤⇔≡⁸ ⌂╢ ™ ╩ ™ ∆ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

（３）社協だより“愛・あい”の発行、ホームページの更新（4,552,859 円） 

社会福祉協議会の事業を広く市民に知らせまた、理解と協力を求めるため、年４回（春・夏・

秋・新春号）市内全世帯及び事業所に配布した。 

また、点訳ボランティア「麦の会」の協力により、点訳版を作成し市内の視覚障がい者で希

望する方に配布した。 

さらに、リアルタイムで新しい情報を提供するため、定期的にホームページを更新した。 

①社協だより“愛・あい”の発行（4,402,859 円）【一部共募配分】〔Ｐ３９，Ｐ４８，Ｐ５２〕 

     ・１回の発行部数       １００，７００部（宅配） 

     ・１回の発行部数（点字版）  ２２部（郵送） 
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②佐賀市社協ウェブページ（ホームページ）の運営（150,000 円）〔Ｐ３９〕 

・ホームページ開設      平成２１年５月２１日 

・閲覧者           延べ ７，６０２人（延べ２４人／日） 

・ページビュー        延べ３０，６７８件（延べ９７件／日） 

（４）第５回佐賀市社会福祉大会の開催（529,746 円）〔Ｐ３９〕 

市内の福祉関係者が一堂に会し、今後の福祉活動推進の意識を高めるとともに、永年社会福

祉に功労のあった者を表彰し、その功績を讃え社会福祉事業の振興発展を目的に開催した。 

    ◎開催日   平成２２年２月３日（水） 

    ◎会 場   佐賀市文化会館 中ホール 

    ◎来場者   約７５０名 

    ◎被表彰者  ３８名 

     ・表彰状  社会福祉団体役職員：１１名、民生児童委員：３名、ボランティア団体：３団体 

     ・感謝状  福祉事業等寄付者：１７名・４団体 

β ⌐ ⅝ ⅝⁸ ה ⌐⅔™≡ ⌂ ╡ ╖╩ ∫≡™╢ ─

╩ ∫√↓≤≢⁸ ─ ─ ⌐ ⅜∫√⁹ 

 

６ 各種福祉団体支援事業 

（１）福祉団体等及び社会福祉事業施設助成事業（2,742,000 円）【一部共募配分】〔Ｐ４１，Ｐ５２〕 

佐賀市における福祉活動の振興を図るため、社会福祉事業を目的とする福祉団体等の事業及

び運営に要する経費に対して助成金を交付し、福祉のまちづくりを推進した。 

◎助成団体  運営費助成：１９団体、事業助成：７事業 

（２）幼稚園・保育園・子育てサロンへの大型絵本配布事業（1,327,273 円）【歳末配分】〔Ｐ５２〕 

市内の幼稚園、保育園、認可外保育施設や子育てサロンへ「クリスマスプレゼント」として、

大型絵本の寄贈を行い、子育て支援の推進を図った。 

◎幼稚園・保育園、認可外保育施設  ９５園 

◎子育てサロン、サークル      ４８サロン 

（３）福祉バスの利用（2,309,294 円）※本所法人運営事業費で実施 

年度当初に、特別団体会員として登録する市内の各種福祉関係団体等が、研修・ボランティ

ア活動等をする場合に、円滑な活動ができるよう、交通手段としてのマイクロバスを貸し出し、

各種団体の資質の向上を図った。 

年度 登録団体数 利用件数 

２１年度 ８３団体 １６４件 

２０年度 ８４団体 １６８件 

β Ᵽ☻─ ≢⁸ ─ ⌐ ⅜ ⅜╡⁸╟╡ ™ ≢─ ⌐ ⅜∫√⁹ 

 

７ 共同募金配分金事業 

（１）共同募金配分金事業（12,439,000 円） 

運動期間中に集まった募金を佐賀県共同募金会に全額送金し、佐賀県共同募金会の配分委員

会の議決に基づく佐賀市社会福祉協議会への配分金を基に、法人運営費の繰入金とともに共同

募金配分事業として事業を行った。 

なお、配分金充当事業については【共募配分】と、一部配分金を充当する事業については 



 - 16 - 

【一部共募配分】と明記する。                        （単位：円） 

 事業名 事業費総額 配分金充当額 頁数 

 

福祉体験学習指導者派遣事業 799,295 799,295 14 

社協だより“愛・あい”の発行 4,402,859 1,812,005 14 

母子結婚相談事業 27,000 27,000 15 

一日ファミリー事業 45,000 45,000 15 

児童遊園地整備助成金 733,200 733,200 19 

防犯灯の設置助成 1,679,248 1,679,248 20 

佐賀市移送サービス事業 1,002,859 1,002,859 27 

 

校区社会福祉協議会運営費助成 5,700,000 2,850,000  9 

在宅高齢者会食会助成事業 1,482,700 715,369 11 

 

佐賀市「よかとこ」発見の旅 221,590 148,590 28 

地域子育て支援センター事業 4,836,000 805,330 30 

 

まほろばっこひろば 57,600 57,600 33 

まほろばサロン 2,240 2,240 33 

初級手話講座 45,000 13,000 33 

温泉バスの運行 473,625 473,625 35 

 

ふれあいチャレンジ塾 316,894 275,325 38 

元気アップ親子セミナー 24,200 24,200 39 

 

三瀬ふれあいチャレンジ塾 163,021 105,942 42 

みつせスマイルキッズ 72,342 85,942 42 

新入学児童支援事業 16,000 16,000 43 

 
ひとり暮らし高齢者と園児のふれあい会食会 154,523 133,823 45 

世代間交流事業 180,726 180,726 45 

 

ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯の会食交流会 178,587 97,088 49 

山村地域探訪会 136,900 89,900 50 

子育て支援事業 146,391 131,291 51 

 

ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯のふれあい会食会 133,477 35,015 53 

世代間交流事業（ゲートボール） 20,366 20,366 53 

世代間交流事業（グランドゴルフ） 39,021 39,021 53 

山村地域探訪会 147,068 40,000 53 

合   計 12,439,000  

（２）歳末たすけあい配分金事業（4,689,343 円） 

運動期間中に集まった募金を配分委員会に諮り、住民のニーズに応じた事業を展開した。 

なお、歳末たすけあい配分金充当事業については、【歳末配分】と明記しています。（単位：円） 

 事業名 事業費総額 配分金充当額 頁数 

 

生活困難者支援事業への助成・支援 180,000 180,000  8 

幼稚園・保育園・子育てサロンへの大型絵本配布 1,327,273 1,327,273 15 

歳末配分事業事務費 437,367 437,367 － 
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在宅高齢者会食会助成事業 1,482,700 767,331 11 

年末年始地域福祉交流助成事業（校区社協） 1,154,240 1,154,240 10 

 

鏡餅配布による安否確認 178,343 178,343 29 

障がい児クリスマス会 10,000 10,000 29 

 

松梅児童館祭り「親子餅つき大会」 20,630 20,630 33 

春日小学校ＰＴＡ「ふれあい大会」 20,630 20,630  

 

鏡餅配布による安否確認 103,492 103,492 38 

 

鏡餅配布による安否確認 20,000 20,000 42 

 

鏡餅配布による安否確認 247,350 247,350 45 

 

ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯の会食交流会 178,587 66,199 49 

障がい児クリスマス交流会 39,023 39,023 50 

 

鏡餅配布による安否確認 87,465 87,465 53 

障がい者クリスマス交流会 30,000 30,000 54 

合   計 4,689,343  

 

Ⅲ．福祉サービス利用支援部門 

１ 福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）（938,444 円）〔Ｐ４８〕 

※決算額のうち、150,000 円はＰ14「社協だより“愛・あい”の発行」にも含む。 

「福祉サービス利用者の利益の保護」を図ることを目的に、認知症高齢者、知的障がい者、精神

障がい者など判断能力が不十分な人達が安心して自立した地域生活を送れるよう、福祉サービス

の利用援助等を行いサポートすることを目的に支援を行った。 

年度 対象者 
認知症 

高齢者 

知的 

障がい者 

精神 

障がい者 
その他 合計 

２１年度 

相談･問い合せ件数 ８２ １３ ２１ ０ １１６ 

新 規 契 約 件 数 １８ ２ ５ ０ ２５ 

契 約 締 結 件 数 ２４ １５ １５ ５ ５９ 

解 約 件 数 ８ ０ ０ ０ ８ 

２０年度 
相談・問い合せ件数 １８ ２２ ２３ ２ ６５ 

契 約 締 結 件 数 １５ １２ １１ ４ ４２ 

（１）福祉サービス利用援助事業の実施 

①福祉サービスの利用援助サービス 

・福祉サービスに関する情報提供、相談、助言 

・福祉サービスの利用手続援助（申込手続同行・代行、契約締結） 

・利用している福祉サービスに苦情・不満がある場合の苦情解決制度の利用手続支援 

②日常的な金銭管理サービス 

・年金及び福祉手当の受領に必要な手続き 
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・福祉サービス利用料の支払い代行 

・公共料金・家賃・医療費・日用品等の代金の支払い手続き代行 

・生活費の使い方についての相談受付 

・上記に必要な預貯金の出し入れ、解約などの手続き 

・施設や病院が行う金銭管理に対する見守り 

③書類等の預かりサービス 

・定期預金の通帳や年金証書・印鑑など書類等の保管 

・銀行の貸金庫を利用しての保管（別途利用料（実費）が必要） 

相談や支援計画作成は無料。ただし、契約締結後の支援については利用料が必要となる。 

β ┘ │ ₁ ⌐№╡⁸ ─ ≤≤╙⌐⁸ ╙ ⌐ ⅜∫≡⅝≡⅔

╡⁸ ⅜ ⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮ ╩ ℮⁹ 

 

２ 生活福祉資金貸付事業（1,949,000 円）〔Ｐ８２〕 

金融機関や公的貸付制度からの借入れが困難な所得の少ない世帯、障がい者や介護を要する高齢

者の居る世帯に対し、必要な資金の貸付けと相談援助を行った。 

 （１）旧貸付制度（～平成２１年９月３０日） 

①対象世帯 

      低所得者世帯、障がい者世帯、高齢者世帯、失業中の世帯等 

②資金種類（８種類） 

・生活福祉資金（更生資金、福祉資金、修学資金、療養・介護等資金、災害援護資金） 

・離職者支援資金   ・長期生活支援資金   ・要保護世帯向け長期生活支援資金 

年度 件数 
生活福祉 

資金 

離職者支援 

資金 

長期生活 

支援資金 

要保護世帯 

向け長期生 

活支援資金 

合計 

２１年度 
相談等件数 ６０ １７ ３ １ ８１ 

貸 付 件 数 ０ １ ０ １ ２ 

２０年度 
相談等件数 ６１ １５ １ １ ７８ 

貸 付 件 数 ０ １ ０ ０ １ 

（２）新貸付制度（平成２１年１０月１日～） 

①対象世帯 

      低所得者世帯、障がい者世帯、高齢者世帯、失業中の世帯等 

②資金種類（５種類） 

・生活福祉資金（総合支援資金、福祉資金、教育支援資金、不動産担保型生活資金） 

・臨時特例つなぎ資金 

年度 件数 生活福祉資金 臨時特例つなぎ資金 合計 

２１年度 
相談等件数 ２２７ ３４ ２６１ 

貸 付 件 数 ３０ １９ ４９  

β ╟╡ ⅜ ↕╣⁸ ┘ ─ ⁸╕√ √⌐

≈⌂⅞ ⅜ ↕╣√⁹ │ ╛ ⅜ ⇔⁸ ╛Ɫ꜡כ꞉כ◒≤

ה ╩ ╢⌂≥⇔≡ ⌐ ╘√⁹ √⌂ ≢│⁸ ⌐ ╛ ─⌂™

╩ ⌐⁸ ≢№╢ ─ ⌐╟╡ ⅜ ╦╣√⁹ 
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３ 福祉資金（小口）貸付事業（5,520,000 円）〔Ｐ８３〕 

低所得世帯の自立更生のため、他からの資金貸付が困難かつ緊急の場合に３万円を上限として

貸し付けを行った。 

年度 件数 金額 

２１年度 

相談・問い合せ件数 405 件  

① 貸 付 件 数 214 件 5,512,000 円 

② 償 還 件 数 500 件 6,025,300 円 

２０年度 

相談・問い合せ件数 375 件  

① 貸 付 件 数 202 件 5,138,400 円 

② 償 還 件 数 366 件 5,015,277 円 

※①と②の件数差は、１件の貸付けに対し、最長６回までの償還回数となる場合があるため 

βꜞ☻♩ꜝ╛ ╡ ─ ╙ ╕ⅎ⁸ ₁ ┘ ⅜ ⌐№╡⁸

─ ⌂ ─ ⁸ ⌐ ∆╢ ≤⇔≡ ⅝⌂ ╩ √⇔≡™╢⁹ 

 

４ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）小災害罹災世帯に対する見舞（230,000 円）〔Ｐ４２〕 

市民で災害により罹災者が物的・精神的な援護を必要とする場合、自力更生の向上を図るた

めに見舞金を支給した。 

※佐賀県共同募金会、日本赤十字社佐賀県支部からも見舞金等が支給されるため、窓口とし

て申請等を行った。 

件数 世帯数 人数 

１４件 ２１世帯 ７７人 

    ◎見舞金品一覧 

市社協 
見舞金 

共同募金 
見舞金 

赤十字社 
見舞金 

毛布 
日用品 
セット 

バスタオル 
セット 

タオル 
セット 

230,000円 150,000 円 125,000 円 73 枚 28 組 1 組 72 組 

β ⌐│⁸ ה ה ≤ ⌐⁸ ╩ ╘≡ ╩ ∫

√⁹╕√ │⁸ ─ ⌐╟╢ ⌐╙ ╩ ⇔√⁹ 

（２）児童遊園地整備助成金（733,200 円）【共募配分】〔Ｐ５２〕 

市内地区自治会が児童福祉対策として、児童遊園地の新設、増設及び補修を行った場合、市

行政と共催して助成金を交付した。                  （単位：円） 

設置校区 対象箇所 21 年度 20 年度 設置校区 対象箇所 21 年度 20 年度 

勧 興 0 0 0 若 楠 1 15,000 37,400 

循 誘 0 0 0 開 成 1 24,500 0 

日 新 1 73,700 26,400 諸 富 0 0 0 

赤 松 0 0 0 春 日 0 0 18,500 

神 野 0 0 0 春日北 0 0 0 

西与賀 2 81,300 89,400 川 上 0 0 0 

嘉 瀬 0 0 0 松 梅 0 0 0 

巨 勢 1 36,200 124,600 富 士 0 0 0 
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兵 庫 0 0 0 三 瀬 0 0 0 

高木瀬 1 74,900 53,500 西川副 0 0 88,700 

北川副 0 0 109,500 中川副 0 0 55,800 

本 庄 4 212,000 0 南川副 0 0 0 

鍋 島 0 0 126,000 大詫間 0 0 0 

金 立 2 55,100 0 東与賀 0 0 0 

久保泉 1 64,500 0 久保田 1 96,000 92,800 

蓮 池 0 0 0     

新 栄 0 0 0 合 計 15 733,200 822,600 

β ─ ⌐ ∆╢ │⁸ ₁ ⌐№╢⁹ ≥╙ ⅜ ≢ ⌐ ┬

↓≤⅜ ╢╟℮⁸ ⇔√ │ ה ∆╢ ⅜№╢⅜⁸ ⌐ ⅜ ⅝ↄ⁸

≤≤╙⌐ ╩ ℮↓≤≢ ─ ╩ ∫√⁹ 

（３）防犯灯の設置助成（1,679,248 円）【共募配分】〔Ｐ５２〕 

市内地区自治会等が地域住民の安全と犯罪の防止、青少年の非行防止のため自主的に防犯灯

の設置・補修・切り替え及び蛍光管等の取り替え等を行った場合、市行政と共催して助成金を

交付した。                            （単位：円） 

設置校区 申請件数 21 年度 20 年度 設置校区 申請件数 21 年度 20 年度 

勧 興 16 24,050 26,000 若 楠 19 75,450 59,900 

循 誘 17 59,950 35,500 開 成 28 74,000 69,300 

日 新 46 59,400 59,150 諸 富 32 74,727 59,100 

赤 松 22 58,462 69,950 春 日 10 16,500 15,800 

神 野 34 82,775 63,287 春日北 5 107,900 55,670 

西与賀 24 29,350 50,050 川 上 11 115,497 79,199 

嘉 瀬 23 23,400 26,600 松 梅 3 99,000 32,000 

巨 勢 24 35,050 39,950 富 士 15 58,660 70,600 

兵 庫 32 38,400 76,550 三 瀬 2 3,100 27,850 

高木瀬 36 105,350 135,100 西川副 0 0 9,000 

北川副 30 85,200 72,500 中川副 0 0 3,000 

本 庄 48 96,200 135,250 南川副 1 12,000 0 

鍋 島 18 29,150 129,500 大詫間 0 0 0 

金 立 26 96,583 47,302 東与賀 39 65,544 62,376 

久保泉 24 58,100 35,075 久保田 24 39,350 129,950 

蓮 池 11 6,000 9,000     

新 栄 20 50,100 41,875 合 計 642 1,679,248 1,726,384 

β ─ ≤ ─ ⁸ ─ ה ה │ ⌂↓≤≢№╡⁸

≤≤╙⌐ ╩ ℮↓≤≢ ∆╢ ─ ╩ ∫√⁹ 

（４）備品の貸し出し 

車椅子等の突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際には、車椅子・研修機器等の備品

を貸し出した。                           （単位：台） 
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年度 車椅子 ４点杖 
ＯＨＰスライ

ド映写機 

液晶プロジェ

クター 

スクリーン 

保有数 ８３ １ １ １ １ 

２１年度 １５９ １ ０ ３ ９ 

年度 マイク一式 防災釜    

保有数 ５ １    

２１年度 １３ １    

 

 ５ 福祉サービス第三者評価事業〈特別会計〉〔Ｐ１３０〕 

評価の希望があれば、社協の持っている福祉サービスのノウハウを活用し、施設がよりよい発

展をしていくための公平・中立な評価を行った。 

□目 的   個々の事業者（福祉施設）が、事業運営における具体的な問題点や課題などを

把握し、サービスの「質」の向上に結びつけるとともに評価結果などが利用者

にとって適切なサービス選択に役立つ情報源とする。 

□評価対象  障がい児（者）施設、児童養護施設、母子生活支援施設、乳児院、保育所、児童館 

養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、婦人保護施設、救護施設 

β ☻ⱦכ◘⁸ ☿fi♃כ≤⇔≡─ ⌂ │⌂™⅜⁸ ⁸ ─

─ ה ╩ ╖√⁹╕√⁸ ─ ⌂≥⌐╙ ⌐ ⇔√⁹ 

 

６ 総合相談事業 

生活上に発生する困難な問題について、誰もが相談できる相談員を配置し、問題解決を図るこ

とで、住民福祉の向上に努めた。 

（１）無料法律相談事業（442,000 円）〔Ｐ４１〕 

専門的な法律に関する相談に無料で応じることにより、住民福祉の向上に努めた。 

年度 相談員 実施回数 相談者 

２１年度 佐賀県弁護士会 １７回 ５４人 

２０年度 佐賀県弁護士会 １８回 ７０人 

β ⅜╟╡ ≢ ↕╣≡⅝≡⅔╡⁸ ≢№╢ ⌐╟╢ │⁸

┼─ ⅝⌂ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

（２）健康相談事業（144,000 円）〔Ｐ４１〕 

日常生活上に発生する体の問題等に「気軽に足を運べる相談機関」として、ほほえみ館にお

いて保健師が無料で相談を受けた。 

年度 相談員 実施日時 件数 

２１年度 保健師 
第２・４水曜日 

（午前９時～午後４時） 
３３０件 

２０年度 保健師 
第２・４水曜日 

（午前９時～午後４時） 
２４９件 

β╒╒ⅎ╖ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆╢ ⌂≥╩ ™⁸ ⌐ ∆╢ ╛

─ ─ ⌐ ⅜∫√⁹ 
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７ 健康・生きがい促進運営事業 

（１）ほほえみ館生きがい講座（1,034,156 円）〔Ｐ５４〕 

市内居住の６０才以上の高齢者を対象に次の講座を開講し、趣味の仲間の輪を広げ、健康づ

くりを促進し、老後の生活に潤いを与えた。 

講 座 名 開 講 日 定 員 受講者数 

編 物 教 室 第 ２ 、 ４ 月 曜 日・月２回（午後） ２０名  延３５５人  

絵 手 紙 教 室 第 ２ 、 ４ 火 曜 日・月２回（午後） ２０名  延３５３人  

生 花 教 室 第 １ 、 ３ 水 曜 日・月２回（午後） ２０名  延３８３人  

書 道 教 室 第１、３、４木曜日・月３回（午前） ２０名  延４９８人  

童謡唱歌教室 第 ２ 、 ４ 木 曜 日・月２回（午前） ２０名  延５５８人  

２１年度合計 延２，１４７人  

２０年度合計 延２，１２３人  

β ∂↓╙╡⅜∟⌂ ⌐⁸ ™≤ ⅝⅜™╩ ∆ ⅛╡≤⌂╡⁸ ╩ ⇔⌂⅜╠

₁─ ⌐ ™╩ ⅎ√⁹╕√ ⁸ ╩ⱪכꜟ◓ ↕∑⁸ ⌐ ≠ↄ ┼≤

┘ ↑╠╣√⁹ 

 

８ 老人福祉センター等運営事業（55,943,536 円） 

高齢者が地域で安心して、心豊かに楽しく過ごせる場所を提供するため、市内５箇所（平松、巨

勢、金立、開成、大和）に老人福祉センター等を開設する。各センターでは高齢者大学、クラブ活

動や行事などを行い、生きがいの充足、また積極的な「仲間づくり」を進め、さらには各センター

において健康相談を実施し、健康で明るい生活を営んでもらうための事業の推進に努めた。 

（１）佐賀市平松老人福祉センター（17,933,434 円）〔Ｐ６３〕 

①平松老人福祉センター事業 

・入浴日     月曜日、水曜日、木曜日、金曜日 午前１１時～午後３時 

・クラブ活動   民謡、大正琴、書道、囲碁、生花、カラオケ、民舞、将棋 

墨絵、フォークダンス、吟詠、謡曲、陶芸、俳句、三味線 

・年間行事    健康相談（保健師） 毎月第１木曜日（変動あり） 

奇数月第３月曜日（休日の場合は第４月曜日） 

午後１時３０分～午後３時 

囲碁大会      毎月第２土曜日 

将棋大会      奇数月第４土曜日 

文化祭       敬老月間に伴う作品展示及び、発表会 

 市内 市外 合計 １日平均 

男 計 24,357 148 24,505  

女 計 15,005 130 15,135  

２１年度計 39,362 278 39,640 135 

２０年度計 38,741 355 39,096 134 

②平松清風大学（講義回数：毎週火曜日、年２９回、休講：８月）「学生数：１２８名」 

高齢者が、長寿社会の中で積極的に学習に取り組み、よりいっそう生活を充実し、より

高い生きがいを求め、地域社会の活動に順応できる人材を育成するために開設した。 
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・講 義     一般教養、郷土史、園芸、健康づくり等 

・入学式     平成２１年４月１４日（火曜日） 

      ・学生活動    文集ひらまつ発行、運動会、研修旅行等、グループ活動等 

      ・クラブ活動   グラウンドゴルフ、歩こう会、園芸、書道 

      ・卒業式     平成２２年３月９日（火曜日） 

（２）佐賀市巨勢老人福祉センター（15.599,582 円）〔Ｐ６６〕 

①巨勢老人福祉センター事業 

・入浴日     月曜日、火曜日、木曜日、金曜日 午前１１時～午後３時 

・クラブ活動   大正琴、舞踊、書道、フラダンス、三味線、囲碁、生花 

カラオケ、フォークダンス、詩吟、謡曲、童謡唱歌、写真、編物 

・市事業協力   脳いきいき健康塾、元気アップ教室 

・季節行事    敬老月間（９月）作品展示、書道、写真、編物、生花 

・年間行事    健康相談（保健師） 毎月第１火曜日、第４金曜日 

                   偶数月第１水曜日 

             （第１火・水） 午前１０時～午前１１時３０分 

             （第４金）   午後１時～午後２時３０分 

囲碁大会      毎月第３水曜日 

 市内 市外 合計 １日平均 

男 計 13,109 461 13,570  

女 計 14,299 279 14,578  

２１年度計 27,408 740 28,148 96 

２０年度計 26,581 912 27,493 94 

②巨勢シルバーカレッジ（講義回数：年１９回）「学生数：５０名」 

高齢者が福祉社会をより深く認識し、快適な暮らしを高める能力を身につけるとともに

地域社会に貢献できるボランティアを志すため開設した。 

・入学式     平成２１年４月１６日（木曜日） 

・講 義     郷土史、一般教養、健康づくり等 

・修了式     平成２２年３月１８日（木曜日） 

（３）佐賀市金立いこいの家（11,493,743 円）〔Ｐ６８〕 

①金立いこいの家事業 

     ・入浴日     月曜日、火曜日、木曜日、金曜日 午前１１時～午後３時 

     ・クラブ活動   民謡、囲碁、フォークダンス、フラダンス、グラウンドゴルフ 

大正琴、書道、生花、歌謡曲、押花、パッチワーク、気功、園芸 

・年間行事    健康相談（保健師） 毎月第２火曜日、偶数月第３火曜日 

（毎月第２火曜日） 午前１０時～午後３時３０分 

（偶数月第３火曜日）午前１０時～午前１１時３０分 

囲碁大会      毎月第２水曜日 

 市内 市外 合計 １日平均 

男 計 6,859 114 6,973  

女 計 8,111 146 8,257  
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２１年度計 14,970 260 15,230 52 

２０年度計 15,562 242 15,804 54 

②金立いこいの家文化講座（講義回数：年１２回）「学生数：４５名」 

本格的な高齢化社会を迎え、健康で明るい人生を送るために、「未知との出会い」「人と

のふれあい」「学ぶよろこび」を再発見することを目的に開設した。 

・入学式     平成２１年４月１７日（金曜日） 

・講 義     一般教養、健康づくり、料理、郷土史等 

・修了式     平成２１年３月１９日（金曜日） 

（４）佐賀市開成老人福祉センター（10,916,777 円）〔Ｐ７０〕 

①開成老人福祉センター事業 

・入浴日     月曜日～金曜日 午前１１時３０分～午後３時 

・年間行事    健康相談（保健師） 毎月第１水曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

・クラブ活動   囲碁、将棋 

 市内 市外 合計 １日平均 

男 計 11,919 63 11,982  

女 計 2,105 18 2,123  

２１年度計 14,024 81 14,105 48 

２０年度計 14,653 80 14,733 49 

（５）佐賀市大和老人福祉センター             ※35 ページに記載しています。 

 

９ 佐賀市立母子生活支援施設「高木園」運営事業（27,470,879 円）〔Ｐ７２〕 

配偶者のいない女性やこれに準ずる要件にあたる女性及び監護すべき児童を受け入れて保護す

るとともに、自立を促すために生活全般を支援した。 

◎職 員      ５名（所長１名、母子指導員２名、少年指導員２名） 

◎暫定定員     ９世帯（実員：１５世帯、４１人）※平成２２年３月末現在 

◎世帯主年齢構成  平均年齢３４．３歳 

◎在所期間（世帯） 平均１０．４ヶ月 

１年未満 １年以上 ２年以上 ３年以上 ５年以上 合計 

１０ ４ ０ １ ０ １５ 

◎年間行事     こどもの日会、園内研修（新型インフルエンザ勉強会）、クリスマス会節

分会、ひなまつり会、進級御祝い会、避難訓練（月１回）、消防訓練 

（年２回）、母の会（月１回）、室内検査（随時）、健康診断（年２回） 

外庭掃除（月１回以上）、大掃除（年２回）、害虫駆除（年２回） 

β ה ה ה ⁸ ─♩ꜝⱩꜟ╕√⁸ ꜟfiⱩꜗ◑ה ─

⌐ ⇔⁸ ⌂⅜╠ ⌐ ↑ ╩ ∫√⁹ ⌐│ ─ ⌂ ╙™╢⅜⁸

─ ╣⅜№╢ ╙ ↄ⁸ ╛ ─ ╙ ∫√⁹ 

╙ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ≤ ╩ ╡⌂⅜╠⁸ ₁

⌐№√╢⁹ │⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ⅜ ⇔⁸

╩ ⌐ ⅎ╢ ⅜№∫√⁹ 
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Ⅳ．在宅福祉サービス部門 

１ 寝具洗濯乾燥消毒サービス事業（488,735 円）〔Ｐ５７〕 

在宅で生活する高齢者（所得制限有）及び身体障がい者（１級・２級）で、衛生管理が困難な

者に対し、掛け布団、毛布及びシーツ等の寝具を丸洗い・消毒・乾燥等のサービスを年２回（９

月・２月）実施した。 

実施月 ２１年度 ２０年度 

第１回目（９月） ４５人 ４０人 

第２回目（２月） ３８人 ３５人 

合  計 ８３人 ７５人 

β ─ ╩ ╡⁸ ≢─ ╩ ⌐ ↔∑╢╟℮⌐⇔√⁹ 

 

２ 居宅介護支援事業［居宅介護支援佐賀事業所］（5,892,513 円）〔Ｐ７４〕 

介護保険法により介護認定を受けた者が、可能な限りその居宅において自立した日常生活を営

むことができるよう支援した。指定居宅介護支援事業所の指定を受け、心身の状況や置かれてい

る環境等に応じ関係機関と連携し、希望に応じ適切なサービスが多様な事業者から総合的かつ効

率的に提供されるようケアプラン作成・要介護認定調査・介護保険サービスの調整等を行った。 

   ◎介護支援専門員体制   常勤・兼務４人、非常勤・専従２人 

   ◎要介護認定調査     ４１件 

   ◎ケアプラン管理者数                （単位：人） 

種別 年間管理数 月平均 

要介護（１～５） ４６５ ３８．７ 

要支援（１～２） ９２ ７．６ 

β ה ⌂ ≤⇔≡⁸ ⅛╠─ ⅜ ⅎ≈≈№╢⁹ ╙ ≤─ ╙ ╡⁸

┘ ─ ╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

３ 通所介護事業（51,934,922 円） 

（１）開成デイサービスセンター事業（35,830,147 円）〔Ｐ７７〕 

要支援及び要介護認定を受けた高齢者が、可能な限り居宅において、その有する能力に応じ、

自立した日常生活を営むことができるように、送迎・入浴・食事・レクリエーション等のサー

ビスを提供した。利用者の心身機能の維持・向上と社会的孤独感の解消及び利用者家族の身体

的・精神的負担の軽減を図った。 

◎利用料金  介護保険の適応相当分（個人負担：１割）、昼食費（４００円／回） 

◎利用日時  月曜日～金曜日（年末年始を除く） 

午前９時３０分～午後４時（６時間以上８時間未満） 

◎行事等   花見（彼岸花・コスモス・梅・桜）、初詣（祐徳稲荷神社）、誕生会、敬老会 

季節行事（節分・桃の節句等） 

年度 実施日数（日） 延利用者数（人） １日平均（人） 

２１年度 252 4,830 19.1 

２０年度 256 4,955 19.3 
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（２）生きがい活動通所支援事業（生きがいデイサービス事業） 

身体機能の低下、閉じこもり、うつ等のおそれのある高齢者に対し、通所による各種の事業

を行うことによって社会的孤立を解消するとともに、介護状態にならないよう心身の維持向上

を図り、健康で生きがいの持てる生活を送れるよう支援した。 

◎対象地区  勧興・循誘・日新・赤松・神野・西与賀・嘉瀬・兵庫・高木瀬・本庄 

新栄・高木瀬・鍋島・若楠・開成 

※但し、送迎の都合により利用日を指定 

◎対象者   ６０歳以上の閉じこもりがちな高齢者（介護保険非該当者） 

◎利用料金  ７００円／回（昼食代含む） 

◎利用日時  １回／週 月曜日～金曜日 午前１０時～午後３時 

（祝祭日及び年末年始を除く） 

◎行 事   気功、軽運動、口控ケア講話、大正琴、座談会、映写会 

レクリエーション、誕生会、初詣、花見ドライブ（季節の花） 

趣味の活動（しめ縄） 

年度 実施日数（日） 延利用者数（人） １日平均（人） 

２１年度 0 0 0 

２０年度 52 39 0.75 

（３）特定高齢者通所型介護予防事業（16,104,775 円）〔Ｐ５８〕 

高齢者の生活機能低下（特に運動器の機能低下）予防を基本とし、低栄養、口腔機能低下、

閉じこもり・認知症・うつ等の理由から要介護状態になる恐れがある人に運動器の機能向上、

歯科衛生士による口腔機能向上（３ヶ月に１度）を図り、要介護状態にならないように予防し、

生活の活性化を図った。 

◎対象地区  勧興・循誘・日新・赤松・神野・西与賀・嘉瀬・兵庫・高木瀬・本庄 

新栄・高木瀬・鍋島・若楠・開成 

※但し、送迎の都合により利用日を指定 

◎対象者   健診（生活機能評価）結果及び要介護認定担当部局、保健福祉部局、医療機

関、民生委員等からの情報提供・相談等の経路により把握した高齢者のうち、

地域包括支援センターにおいて閉じこもり・認知症・うつ等の特定高齢者に選

定された者（国の基準による） 

◎利用料金  ７００円／回（昼食代含む） 

◎利用日時  １回／週 月曜日～金曜日 午前１０時～午後３時 

（祝祭日及び年末年始を除く） 

◎行 事   気功、軽運動、口控ケア講話、大正琴、座談会、映写会 

レクリエーション、誕生会、初詣、花見ドライブ（季節の花） 

趣味の活動（しめ縄） 

年度 実施日数（日） 延利用者数（人） １日平均（人） 

２１年度 235 4,524 19.2 

２０年度 238 3,646 15.3 

 

 ４ 生活サポート（在宅障がい者）事業〔Ｐ６２〕 

在宅の障がい者等に対して、軽易な日常生活上の援助を行い、自立した生活の継続を支援した。 
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５ 外出支援事業（2,298,859 円） 

（１）佐賀市移送サービス事業（1,002,859 円）【共募配分】〔Ｐ４３〕 

市内に居住し、単独では既存の交通機関の利用が困難な在宅の高齢者や身体障がい者（移送

制限者）にボランティアの協力のもと、車椅子搬送仕様自動車を利用した移送サービスにより

地域社会生活の継続を支援した。 

年度 登録者数 
延べ 

利用者数 

内  訳 

医療機関 公共機関 社会参加 

２１年度 ５１ ４５５ ４４２ ６１ ５２ 

内訳 

本所 ２６ ３２５ ３１２ ６０ ５２ 

大和支所 １２ ５９ ６０ ０ ０ 

富士支所 １１ ４４ ４３ １ ０ 

川副支所 ２ ２７ ２７ ０ ０ 

２０年度 ６９ ４７４ ４６９ ４９ ３９ 

内訳 

本所 ２８ ２８７ ２７８ ４９ ３９ 

大和支所 ２８ １１５ １１９ ０ ０ 

川副支所 １３ ７２ ７２ ０ ０ 

β ╟╡ ⅜☻ⱦכ◘╙≢ ╕╡⁸ ≢─ ─ ╩ ╢↓≤⅜

≢⅝√⁹╕√⁸ Ⱳꜝfi♥▫▪─ ™╩ ∆╢⌂≥⁸ ─ ╛Ⱳꜝfi♥▫▪─

╩ ⌐ ⅛⇔√⁹ 

（２）ガイドヘルパー事業（居宅介護〔通院介助〕、移動支援）（1,296,000 円）〔Ｐ８０〕 

重度の視覚障がい者が、社会参加のため外出する必要な場合等に付き添い介助するガイドヘ

ルパーを派遣し、障がい者の自立と社会参加を促した。 

◎登録ヘルパー   ８人 

居宅介護（通院介助） 移動支援（佐賀市移動支援事業） 

利用者数 派遣回数 派遣時間 利用者数 派遣回数 派遣時間 

７ ３４８ ４３６ １０ １６９ ３３４ 

β ─ ⅜№╡⁸ ≤─ ≢ ⌂ ╩ ⇔√⁹ ╩ ℮↓≤≢⁸

⅜™ ⅜ ⌐ ≢⅝₈ ┼─ ⅜ ╖ ∑√₉≤─ ⅜ ⅛╣√⁹ 

 

６ 入浴管理委託事業（1,493,100 円）〔Ｐ６１〕 

市内在住の６０歳以上の者を対象に、健康や福祉に関する相談部署がある「ほほえみ館」の浴

場を利用してもらうことで、在宅生活の安心と健康を図った。 

◎対象者   市内在住の６０歳以上の方 

◎利用日   月曜日、水曜日、金曜日（祝日は除く） 

◎利用時間  夏場（５月～１１月）午前１０時～午後３時（最終受付２時３０分） 

冬場（１２月～４月）午前１１時～午後３時（最終受付２時３０分） 

◎利用料金  無料 

年度 男性 女性 合計 

２１年度計 延 5,407 人 延 5,330 人 延 10,737 人 

β ⌐╟╡ ─ ⁸ ∂↓╙╡ ⌐ ⅜∫√⁹ 
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 諸富支所  

Ⅰ．地域福祉活動推進部門 

１ ボランティアセンター事業（10,000 円）〔Ｐ４６〕※概要は６ページに記載しています。 

（１）養成研修事業 

①福祉（ボランティア）講座の開催（10,000 円） 

小学生児童を対象に、福祉（ボランティア）への関心を高めるため実施した。 

      ○開催日   平成２１年１１月５日（木） 

      ○内 容   「夢に向かってのチャレンジ」 

      ○講 師   栁川 春己氏（パラリンピック金メダリスト） 

②福祉ボランティアの人材育成（福祉人材バンクづくりと人材派遣） 

諸富こどもフェスタに関わる「小学生ボランティア」の育成や、地域子育て支援セン     

ターに関わる人材の育成を行った。また、佐賀市が行った「認知症サポーター養成講座」

に協力し、人材育成に努めた。 

（２）諸富町ボランティア推進協議会との協働 

β ≥╙⅛╠ ╕≢⁸ ₁⌂ ─ ╩ ╢↓≤⌐╟╡⁸Γ ה™№↑ ⅎ№℮Δ

─╕∟≠ↄ╡╩ ╘√⁹ ≥╙─Ⱳꜝfi♥▫▪ ┼─ ╙ ↄ ↑╠╣√⁹ 

 

２ 小地域ネットワーク活動 

（１）ふれあいいきいきサロン事業（全７回）（30,000 円）〔Ｐ８４〕 

地域団体と連携を図りながら、地域住民の世代を超えた自主的な交流事業の支援を行い、地

域の活性化を促した。 

    ◎対象地区  西搦地区 

    ◎参加者   延べ３１５人（高齢者：２２１人、児童・生徒９４人） 

    ◎事業内容  草むしり、夏祭り、おはなし会、ぜんざい会、ビデオ鑑賞 

β ⌐ ╗ ₁⌂ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ╠╣⁸₈ ┤╣№™

◘꜡fi ₉┼≤ ⅜∫√⁹ 

（２）健やか健康促進事業「２５地区」（457,048 円）〔Ｐ８４〕 

高齢者の介護予防のため、血圧測定や健康チェック、健康づくり運動等を実施することによ

り、健康・体力の維持を図った。 

◎参加者   延べ５７６人 

◎事業内容  血圧測定、健康チェック、保健師による講話（認知症予防）、ボール体操 

β ─ ⌐ ∆╢ ⌐╙ ⅜ ╠╣⁸ ⌐ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ה ה

≤─ ⅜ ╕╡⁸ ─ ─Ⱡ♇♩꞉כ◒≠ↄ╡⌐╙ ™⌐ ∫≡™╢⁹ 

（３）菖蒲の会（佐賀市「よかとこ」発見の旅）（221,590 円）【一部共募配分】〔Ｐ８７〕 

ひとり暮らし高齢者が、参加者・協力者相互の団欒・交流を通して、リフレッシュしてもら

えるよう実施した。 

◎開催日   平成２１年１１月２０日（金）・２７日（金） 

◎場 所   佐賀城本丸歴史館見学、会食交流会 

◎参加者   ７５人 
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β└≤╡ ╠⇔ ⅜⁸ ─ ≤ ∆╢ │ ≢№╡⁸ ⌐ ∆╢ ™ ⅜

№╢⁹ ─ ה™⅜⅝ ─ ╩ ╖ ∆ ≤⇔≡⁸ ⅝⌂ ╩ √⇔≡™╢⁹ 

（４）見守りネットワーク事業 

①ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯の実態把握 

民生児童委員の協力を得て、ひとり暮らしや高齢者のみ世帯の実態を把握するとともに、

高齢者を対象とする事業展開に役立てた。 

②地域ケア会議への参加 

行政、福祉施設、医療機関で構成される「地域ケア会議」に参加し、対象者の日頃の生

活状況や身体状況などの情報交換を行い、把握・検討し、よりよい福祉サービスの向上に

努めた。 

β₈⅔√∫⇔╚ ה  ₉≤─ ╦╡⅜ ↄ⌂╡⁸ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔≡ ╡

╘╢ ⅜≢⅝√⁹ 

（５）鏡餅配布による安否確認（178,343 円）【歳末配分】〔Ｐ８７〕 

    民生児童委員の協力により、健やかに新年を迎えられるよう安否確認を兼ね、鏡餅を配布した。 

    ◎対象者   ７０歳以上のひとり暮らし高齢者 

    ◎配布数   ２０８件 

β ⌐ ≢№╡⁸ ∟⌐↕╣≡™╢⁹ √∆↑↑№™ ─ ה ⅜ ⌐ ⅎ

≡ ⅛╢ ─ ─ ⅜ ≢⅝╢ ╖≢№╢⁹ 

（６）障がい児サロン事業への支援（10,000 円）【歳末配分】〔Ｐ８７〕 

障がい児を持つ親の会が行うクリスマス会の支援を行った。 

◎開催日   平成２１年１２月２０日（日） 

◎参加者   ２０人 

◎活動内容  ボランティアによる余興、ケーキ作り、プレゼント配布 

β ╠╣⌂™ ≥╙ ─ ⁸∕╣╩ ⅛ↄ ╢ ה ⁹ ⅛ↄ⁸∕⇔≡ ⅛⌂

≢№╡⁸₈ ╙╕√ ™╕⇔╞℮⁹₉≤™℮ ⅜ ⅛╣╢ ╠⇔™ ≢№∫√⁹ 

 

３ 福祉教育・啓発活動 

（１）諸富支所だよりの発行 

諸富支所等の事業並びに地域活動を紹介し、地域との一体化を図りつつ、社会福祉協議会活

動の重要性の理解や地域活動の活性化を図るため、月１回地区全世帯に回覧・配布した。 

（社協事業の紹介や講座等の案内、地域におけるふれあい活動の紹介等） 

β ⌐ ─ ⌐ ╣╢↓≤≢⁸ ─ ⌐ ™⌐ ∫≡™╢⁹ ╪≢ ─

⌐ ╢ ⅜™╢ ⁸ ⌐ ⌂ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

（２）学校における福祉活動の推進 

    学校、福祉関係団体、地域住民等との連携により小・中学生の福祉の学びを支援する。 

    ①小学校における福祉学習の支援（内容：赤い羽根共同募金運動、助け合い・支えあい） 

    ②車椅子体験学習 

     車椅子に関心がある小学生に対し、車椅子操作の指導・体験を行った。 

○参加者   延１０人 

β ≤─ ─ ⁸ ⌐ ∆╢ ─ ╩ ∫√⁹ ⁸ ╩ ⇔≡ ╠ ╩

┘⌐ ╢ ≥╙⅜ ⅎ√╡⁸ ™ ⌐ №→≡ ╪≢ ⅎ√⁹ 
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Ⅱ．福祉サービス利用支援部門 

１ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）備品の貸し出し（備品名：車椅子） 

突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際には、車椅子を貸し出した。 

    ◎車椅子   延べ１０件 

β ╛ ⌐ ℮ ה ─ ⌐ ⇔⁸ ⌂ ⅜≢⅝√⁹╕√⁸ ⅛╠

─ ╛ ⌐≈™≡─ ∑⅜ ↄ⁸ ╙ ∫√⁹ 

 

２ 佐賀市産業振興会館管理事業（648,000 円）※諸富支所法人運営事業費で実施 

地場産業の振興と市民の福祉等の向上を図るため、産業振興会館の管理・貸出しを行った。 

大集会室 情報交流室 研修室 教養室 アトリウム 合計 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

189 11.665 232 4,711 335 5,553 179 2,885 30 1,447 965 26,261 

β Ⱳꜝfi♥▫▪ ─ ⅜ ⌐ ↄ⁸ ─ ≤⇔≡─ ╙ ™⌐ √∑√⁹ 

 

Ⅲ．在宅福祉サービス部門 

１ 地域子育て支援センター事業（4,836,000 円）【一部共募配分】〔Ｐ８５〕 

地域社会では、人々のつながりが薄れつつあり、多くの子育て家庭が周囲に相談する相手もな

く、育児不安などさまざまな問題を抱えている。 

こうした状況をふまえ、同年代の子どもを持つ親が親子でふれあうことのできる「ひろば型」

の子育て支援センターを設置し、広場を支える地域住民の助けあい・支えあい活動の充実を図り、

地域で子どもが健やかに育つよう支援した。 

本年度からは、諸富支所を起点とし、佐賀市全域の事業普及に向け取り組んだ。 

（１）子育て等に関する相談、援助の実施 

子育てについて、不安を抱えている親の相談に応じるとともに、定期的に専門家による「乳幼児

育児・発育相談」や子育てに役立つ講座を実施することにより、子育て不安の解消を図った。 

①子育てに関する相談                           （単位：件） 

相談内容別 形態別  

育児 就園 親の問題 家族関係 地域関係 来所相談 電話相談 その他 合計 

２６９ １８ １２ １２ １０ １７６ ６ １３９ ３２１ 

②専門家による子育て相談（年８回） 

      ○相談件数  １３９件 

（２）子育てサポーターや子育てサークル等の育成・支援 

①子育てサポーターの育成 

子育てのための知識や技能を学ぶ「子育て研修」の実施により、子育てサポーターの育

成を図るとともに、更なるサポーターの質の向上を図った。 

   ②子育てサークル等の育成・支援 

「ひろば」に関わるサークル同士の交流会等を開催や活動費の助成をすることにより、子
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育てサークルの育成・支援を行った。 

   ○子育てサークルの交流会（２回） 

    ・内 容   ふれあい広場の打合せ、意見交換会等 

   ○子育て支援グループ活動助成金の交付 

       ・対象団体  ７グループ 

       ・助成額   １万円／グループ 

（３）子育て親子の交流の場の提供と交流の促進 

    ①つどいの場の提供 

親子が気軽に・自由に利用できる場として「つどいの広場」を開設した。 

○開所日   火曜日～土曜日 午前１０時～午後４時、延べ２４３日 

乳幼児 保護者 ボランティア等 合計 

3,250 2,576 229 6,055 

②子育てサロンの開催 

子育てサークルによる「子育てサロン」を行うことにより、子育て親子の交流を図った。 

サロン名 主な内容 実施回数 乳幼児数 保護者数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 

かすたねっとサロン 
｢かすたねっと」による 

ふれあい遊び 
12 回 延 385 人 延 313 人 延 91 人 

さんさんひろば ふれあい遊び 9 回 延 52 人 延 46 人 延 3 人 

赤ちゃん広場 発育相談、ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞ 12 回 延 178 人 延 163 人 延 9 人 

にこにこ広場 現役ママによるふれあい遊び 22 回 延 347 人 延 280 人 延 49 人 

広場で絵本 絵本の読み聞かせ 12 回 延 75 人 延 66 人 延 15 人 

絵本で楽しもう 絵本の読み聞かせ 12 回 延 40 人 延 37 人 延 12 人 

手作り布おもちゃで

遊ぼう 
布遊具を使ったふれあい遊び 12 回 延 82 人 延 69 人 延 59 人 

あつまろっと広場 スタッフによるふれあい遊び 4 回 延 60 人 延 43 人 延 4 人 

③出前サロンの開催 

地域における子育て支援の推進を図るため、「出前サロン」を開設した。 

○実施回数  ４回（浮盃地区、西搦地区、新栄サロン、三瀬） 

○参加者   延べ１３９人（乳幼児６７人、保護者５７人、ボランティア１５人） 

   ④交流イベント「もろどみふれあいひろば」の開催 

     ふれあい広場５周年を記念したイベントを実施して、これまでのあゆみや日頃の活動紹

介を行った。 

     ○開催日   平成２１年５月２３日（土） 

     ○内 容   ふれあい広場のあゆみの紹介、日頃のサークル活動の紹介等 

乳幼児 保護者 ボランティア等 関係機関 合計 

３２ ２４ ２６ ２９ １１１ 

（４）子育て支援に関する情報の提供 

子育て情報紙「ふれあい広場だより」を月１回発行するとともに随時、社協だより“愛・あ

い”やホームページ及び市報さがにより、子育て支援に関する情報提供を行った。 

また、子育てサークルによる子育て情報紙発行の支援も行った。 
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    ◎子育て情報紙「ふれあい広場だより」の発行（月１回） 

      ・主な配布先  市内子育て支援センター、図書館、児童センター他 

    ◎ホームページによる情報提供 

子育てに関する最新情報を提供するため、定期的にホームページを更新した。 

    ◎子育て情報紙「Ｈａｐｐｙ ｍａｍａ」の発行支援（月１回） 

      ・主な配布先  市内子育て支援センター、図書館、児童センター他 

（５）講座等の実施 

「子育て講座」を行なうことにより、子育てに役立つ知識や技術を学んでもらった。 

また、「ふれあい広場」に関わるサポーターを対象とした研修会を実施することにより、サポ

ーターの質の向上を図った。 

    ①子育て講座 

講座名 内容 実施回数 受講者数 

離乳食講座 栄養士による離乳食実習 ２回 延べ３８人 

子育て講座 助産師による乳幼児の成長 ２回 延べ３８人 

救 急 法 救急法 ２回 延べ４６人 

ベビーマッサージ ベビーマッサージ ２回 延４２人 

    ②サポーター研修（５回） 

  ○研修内容 「ばあちゃんち（植木町）」視察、「子どもプラザ（福岡市）」視察 

             救急法講習、嘉瀬公民館長との意見交換等 

      ○参加者   延べ８１人 

 （６）「こどもフェスタ」への参画 

親子と地域のつながりを深め、地域ぐるみでの子育てを推進した。 

    ◎開催日   平成２１年６月１３日（土） 

    ◎実施内容  ボランティア団体等による体験コーナー 

    ◎協力団体  ２８団体                       （単位：人） 

子ども 大人 小学生スタッフ ボランティア 合計 

３１３ １１８ ２５ １２５ ５８１ 

（７）乳幼児一時預かり事業（利用料金：６００円／時間） 

    子育て中の親が少しでもゆったりと豊かな気持ちで過ごすことができるよう、また急用時を

サポートするため広場の開所時間内で乳幼児の一時預かりを行った。 

    ◎利用者   １６人（計２６．５時間） 

（８）イベント託児の実施（利用料金：６００円／時間） 

子育て中の親が子育て講習等の各種イベントに安心して参加できるよう、イベント時の託児

を行った。 

    ◎依頼件数  ２４件 

    ◎利用者   １２５人 

β ⌐ ↨⇔√ ≡└╤┌≤⇔≡ ⇔⁸ ◘꜡fi┼─ ╙ ⅎ⁸ ─ │

╩ ⅎ√⁹╕√⁸▬ⱬfi♩ ≢ ≤ ╩ ⌐⇔⁸ ╩ ∫√

┼─ ─ ⅜ ≡≤╣╢⁹ 
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 大和支所  

Ⅰ．地域福祉活動推進部門 

１ ボランティアセンター事業（24,000 円）〔Ｐ４６〕※概要は６ページに記載しています。 

（１）啓発推進事業 

①ボランティアだよりの発行（24,000 円） 

ボランティア活動の情報提供を行うため、ボランティアセンターに登録する団体に対し、

情報紙を配布した。 

β ╩ ∂≡ ₁⌂ ╩ ⇔√↓≤≢⁸ ≤─ ╛ ⌐ ⅜∫√⁹╕√⁸Ⱳꜝ

fi♥▫▪ ─ ╛ ⌐ ⅎ≡⁸Ⱳꜝfi♥▫▪ ┼─ ╩ ⇔ ╘√⁹ 

 

２ 福祉教育・啓発活動 

（１）まほろばっこひろば（57,600 円）【共募配分】〔Ｐ８８〕 

市内の児童に対し、人形劇や紙芝居、エプロンシアター、レクリエーションを通じて、親子

団欒の時間を創造した。 

    ◎開催日   平成２１年 ５月３０日（土）、平成２１年 ７月２５日（土） 

           平成２１年１０月３１日（土）、平成２２年 ３月１３日（土） 

◎内 容   おはなし会やまとによる読み聞かせ、紙芝居、人形劇、レクリエーション 

保健師による講話、保育士（松梅児童館）による指導等 

    ◎参加者   延べ２０３人 

（２）まほろばサロン（2,240 円）【共募配分】〔Ｐ８８〕 

老人福祉センター内一室を「つどいの広場」として開放し、子育て中の親子の憩いの場とし

た。 

◎開設日   平成２１年８月 

◎開所日   水曜日～土曜日 午後１時～午後４時 

（３）初級手話講座（45,000 円）【一部共募配分】〔Ｐ８８〕 

地域の中で身近に行えるボランティア「手話」の入門講座として開講し、手話技術の取得と

聴覚障がい者への理解を深めた。 

◎実施期間  平成２１年９月２日～１２月１６日（毎週水曜日、全１５回） 

◎講 師   大和手話の会 

◎修了者   ９人（申込者：１８人）※修了基準：全１５回中、１０回以上受講 

    ◎受講料   ２，０００円 

 

Ⅱ．福祉サービス利用支援部門 

１ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）備品の貸し出し（備品名：車椅子） 

突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際には、車椅子を貸し出した。 

    ◎車椅子   延べ３０件 
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２ 総合相談事業 

生活上に発生する困難な問題について、誰もが相談できる相談員を配置し、問題解決を図るこ

とで、もって住民福祉の向上に努めた。 

（１）心配ごと相談（48,000 円）〔Ｐ４１〕※本所福祉育成・援助活動費で実施 

専門的な法律に関する相談に無料で応じることにより、住民福祉の向上に努めた。 

◎開催日   第４木曜日 

◎相談時間  午前１０時～午後１２時 

◎相談員   学識経験者 

◎相談者   ３人（２０年度：１６人） 

 

３ 放課後児童クラブ事業（756,000 円）〔Ｐ９３〕 

地区内の小学校に通学し、保護者が労働等で昼間家庭にいない児童に、授業終了後および長期

休暇期間中に遊びと生活の場を提供し、児童を犯罪から守るとともに健全育成を図った。 

◎クラブ名  松梅児童クラブ 

◎対象者   小学１年生～６年生までの留守家庭児童 

◎利用日時  月曜日～土曜日 午前８時３０分～午後５時（延長保育は午後６時３０分まで） 

   ◎開設日数  ２９８日 

◎利用児童数 ９３３人 

β ─ ≤⇔≡⁸ ╕≢─ ⅜≢⅝√⁹ 

 

４ 松梅児童館運営事業（15,216,283 円）〔Ｐ９７〕 

松梅校区に幼稚園・保育園がないため、就学前の保育を行った。併せて、子育て家庭の支援及

び子どもの就学までの発達に応じた遊び場の提供、学習を支援・指導を行った。（単位：人） 

館児 幼児 一般 小学生 総計 開館日数 １日平均 

4,503 865 1,560 765 7,693 298 25.8 

β ╘≡ ╩ ╣⁸ ≢─ ⌐ ™⁸ ™≡™√ ≥╙ ⅜ ╡ ⌐ ╩

↑ ─ ⌐│⁸ ╛ ⁸ ─ ┘⌐ ⅜╢ ⅜ ⅎ√⁹ 

（１）保育事業（２歳児～５歳児）２２名 

◎利用日   月曜日～土曜日 午前８時３０分～午後５時 

◎実施内容  （市の保育カリキュラムによる保育） 

お遊戯、工作、自然散策、体育遊び、お茶教室、季節行事等 

（２）夏祭り及び小・中合同の親子餅つき大会の実施 

※上記のうち、小・中合同の親子餅つき大会（20,630 円）【歳末配分】〔Ｐ８８〕 

◎実施内容  松梅地区と合同。バザーの開催、露店の出店、ビンゴ大会 

松梅小・中学校と合同。親子餅つき大会など 

（３）母親クラブ活動支援 

（４）子育て支援（子育て相談の実施、どよう館の実施） 

 

５ 佐賀市大和老人福祉センター運営事業（11,329,172 円）〔Ｐ９５〕 

高齢者の教養の向上及びレクリエーション等のため、必要な便宜を図り、いつまでも生きがい

を持ち、健やかで安心した生活が送れるよう支援した。 
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◎入浴日     月曜日～金曜日 午前１０時～午後３時３０分 

◎年間行事    健康相談（保健師） 毎月第２月曜日 

午後１時３０分～午後３時３０分 

◎利用状況                              （単位：人） 

 市内 市外 合計 １日平均 

男 計 4,535 25 4,560  

女 計 3,909 8 3,917  

２１年度計 8,444 33 8,477 35 

２０年度計 7,094 0 7,094 28 

 

６ 温泉バスの運行（473,625 円）【共募配分】〔Ｐ８８〕 

   公共交通機関等での移動が困難な高齢者が老人福祉センターを円滑に利用できるよう、地区内

全域を巡回する温泉バスを運行し、高齢者の生きがいづくりや健康増進を支援した。 

◎運行日時  月曜日～金曜日（迎え）午前１０時～（送り）午後２時３０分～ 

◎利用料   無料 

β ⌐ ∂↓╙╢─≢│⌂ↄ⁸ Ᵽ☻─ ⌐╟╡⁸ ─ ─ ≤ ⅜≢⅝⁸ ╛

⅛⌂ ╩ ╗ ≤⌂∫√⁹ 

 

Ⅲ．在宅福祉サービス部門 

１ 通所介護事業（27,345,425 円） 

（１）デイサービスセンターさくら事業（18,410,448 円）〔Ｐ１００〕 

要支援及び要介護認定を受けた高齢者が、可能な限り居宅において、その有する能力に応じ、

自立した日常生活を営むことができるように、送迎・入浴・食事・レクリエーション・外出等

のサービスを提供した。利用者の心身機能の維持・向上と社会的孤独感の解消及び利用者家族

の身体的・精神的負担の軽減を図った。 

◎利用料金  介護保険の適応相当分（個人負担：１割）、昼食費（４００円／回） 

◎利用日時  月曜日～金曜日（年末年始を除く） 

午前９時３０分～午後４時（６時間以上８時間未満） 

◎行事等   レクリエーション、花見見学、ショッピング、おやつ作り等 

年度 実施日数（日） 延利用者数（人） １日平均（人） 

２１年度 257 2,543 9.8 

２０年度 254 2,254 8.8 

β ⅛╠ ╪≢ ↑╢╟℮⁸ ─ ⅎ╛ ─ⱪכ꜡☻ ─ ╩

∫√ ⁸ ─ ⌐ ⅜∫√⁹ 

（２）生きがい活動通所支援事業（生きがいデイサービス事業） 

身体機能の低下、閉じこもり、うつ等のおそれのある高齢者に対し、通所による各種の事業

を行うことによって社会的孤立を解消するとともに、介護状態にならないよう心身の維持向上

を図り、健康で生きがいの持てる生活を送れるよう支援した。 

◎対象地区  大和・金立・久保泉 ※但し、送迎の都合により利用日を指定 

◎対象者   ６０歳以上の閉じこもりがちな高齢者（介護保険非該当者） 
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◎利用料金  ７００円／回（昼食代含む） 

◎利用日時  １回／週 月曜日～金曜日 午前９時３０分～午後４時 

（年末年始を除く） 

◎実施内容  健康体操、レクリエーション、花見見学、ショッピング、おやつ作り等 

（３）特定高齢者通所型介護予防事業（8,934,977 円）〔Ｐ９０〕 

高齢者の生活機能低下（特に運動器の機能低下）予防を基本とし、低栄養、口腔機能低下、

閉じこもり・認知症・うつ等の理由から要介護状態になる恐れがある人に運動器の機能向上、

歯科衛生士による口腔機能向上（３ヶ月に１度）を図り、要介護状態にならないように予防し、

生活の活性化を図った。 

◎対象地区  大和・金立・久保泉 ※但し、送迎の都合により利用日を指定 

◎対象者   健診（生活機能評価）結果及び要介護認定担当部局、保健福祉部局、医療機

関、民生委員等からの情報提供・相談等の経路により把握した高齢者のうち、

地域包括支援センターにおいて閉じこもり・認知症・うつ等の特定高齢者に選

定された者（国の基準による） 

◎利用料金  ７００円／回（昼食代含む） 

◎利用日時  １回／週 月曜日～金曜日 午前９時３０分～午後４時 

（年末年始を除く） 

◎実施内容  健康体操、レクリエーション、花見見学、ショッピング、おやつ作り等 

年度 実施日数（日） 延利用者数（人） １日平均（人） 

２１年度 257 2,415 9.3 

２０年度 254 2,570 10.1 

β ☿fi♃כ≤─ ╩ ╡⌂⅜╠⁸ ⁸ ◔ ─ ⁸∕─ ─꜠◒ꜞ◄

╩fiꜛ◦כ ⇔≡⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜ √⁹╕√⁸ ⅛╠ ╪≢ ↑╢╟℮⁸

─ ⅎ╛ ─ⱪכ꜡☻ ─ ╩ ∫√⁹ 
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 富士支所  

Ⅰ．地域福祉活動推進部門 

１ ボランティアセンター事業（63,617 円）〔Ｐ４６〕※概要は６ページに記載しています。 

 （１）技能ボランティア養成講座 

①折り紙ボランティア講座（年３回）（42,617 円） 

家族でふれあいを持つ時間が少ない現在、折り紙をひとつの架け橋として親子にふれあ

いの時間を作り、受講後は、「高齢者ふれあいサロン」や「祖父母に学ぶ会」の中で、参加

者と交流を図った。 

○受講者   延べ６２人 

β ◘꜡fi─ⱷfiⱣכ╙ ↕╣⁸ ⇔√ ╩◘꜡fi≢ ⅛∆ ┘╩ ∂↕∑╢↓

≤⅜≢⅝√⁹╕√⁸ ⅜ ⌐ ┬ ⌐ ⅛↑⁸ ≤ ╩ ╢⌂≥

⅝⅜™ ─ ≤⌂∫√⁹ 

②絵手紙ボランティア講座（年３回）（21,000 円） 

地域のひとり暮らし高齢者（６５歳以上）とふれあいを図るため、絵手紙の技術を習得

した。受講後は絵手紙を通して、地区内のひとり暮らし高齢者等と交流を図った。 

○受講者   延べ３５人 

β└≤╡ ╠⇔ ⌐ ╩ ⇔⁸ ─ ⅛╠ ─ ╩ ↄ ⁸

⅜ ╣√⁹╕√⁸┤╣№™♅ꜗ꜠fi☺ ≢│⁸ ≥╙ ≤₈♫☻₉₈ ₉₈◖☻⸗☻₉₈

₉ ╩ ⌐⁸ ╩ ⅝⌂⅜╠₈⅔∂↕╪ ≡╪≤℮ ∫≡≥╪⌂ ≢⁸ ╩⇔≡™

╕∆⅛ ₉⌂≥⁸ ╩ ↑№ⅎ╢ ⅜╡⅜≢⅝⁸₈ ≥╙┼─╕⌂↨⇔ ₉≤⇔≡─

⅜ ⅎ≡⅝√⁹ 

（２）学校における「総合的な学習の時間」への情報提供 

    学校、福祉関係団体、地域住民等との連携により小学生児童の福祉の学びを支援した。 

    ◎開催日   平成２１年５月２９日（金） 

    ◎対象者   富士南小学校４年生・６年生児童 

β₈Ⱳꜝfi♥▫▪∫≡⌂№⌐ ₉₈ ⌐≢⅝╢Ⱳꜝfi♥▫▪ ₉⌐≈™≡ ⌐ ⇔√ ⁸

≢ ⇔ ™⁸ ⱱכⱶ╩ ⇔√⁹╕√⁸ ⅜™ ≢│⁸ ⁸

≤ ─Ⱳꜝfi♥▫▪◓ꜟכⱪ⅜ ≤⌂╡₈◒ꜞ☻ⱴ☻ ₉╩ ⇔⁸ ─Ⱳꜝfi♥

─≥ⱪכꜟ◓▪▫ │⁸₈ ≥╙┼─╕⌂↨⇔ ₉≤⇔≡─ ⅜ ⅎ≡⅝√⁹ 

（３）生活・介護支援サポーター養成講座への支援 

   高齢者個別の生活ニーズに応える仕組みを安定的・継続的に構築するため、市民の主体性に

基づき、運営される新たな住民参加サービス等の担い手として生活・介護支援サポーターを養

成し、地域で高齢者の生活を支えるシステムを構築するための講座を支援した。 

    ◎開催日   平成２２年２月１６日（火） 

    ◎テーマ   「社会福祉協議会における支えあい活動の今」 

    ◎内 容   ・地域の活動について（講義） 

          ・地域における支えあい活動 

「サロンぬくもり」と受講者との意見交換、サロン活動の見学 

β ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ◘꜡fi─ ╛ │⁸ ⌐⅔↑╢
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ⅎ№™─ ╩ ╡⁸⅛≈ ≤⇔≡─ ─ ╩ √∆↓≤⅜≢⅝√⁹ 

 

２ 小地域ネットワーク活動 

（１）見守りネットワーク事業 

①緊急連絡カードの整備 

民生児童委員の協力を得て、緊急時に備え、ひとり暮らし高齢者の実態を把握するとと

もに、対象者に緊急連絡カード等の配布を行った。 

○対象者   １４１人 

（２）町内外探訪（188,193 円）〔Ｐ１０３〕 

    生きがいづくり・閉じこもり防止等の介護予防事業として、高齢者が平成１９年１０

月に合併した新佐賀市の施設等を探訪することにより広く視野を広げ、健康を増進し、

併せて高齢者福祉の向上に寄与した。 

年度 実施回数 参加人員（人） 

２１年度 １９  ３８２ 

２０年度 ２１ ３８５ 

β ⌐≤∫≡⁸ ╛ ─ │⁸ ─ ⇔╖≢№╡⁸ ⇔√ ╩

╘≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝√⁹ 

（３）ふれあいフレッシュサロンの推進・支援（212,320 円）〔Ｐ１０３〕 

「明るく活力ある豊かな長寿社会」を目指すため、各単位老人クラブでサロンを開き、高齢者

の生きがいと健康づくり活動の推進を図った。 

◎内 容   第１回：高齢者サロンの必要性、発足に向けての情報提供 

           第２回：軽スポーツ体験（体育指導委員） 

年度 実施回数 参加人員（人） 

２１年度 ３４ ８２１ 

２０年度 ２１ ３８５ 

β ─ ◒ꜝⱩ≤─ ╦╡⅜ ≡√↓≤╩ ⌐⁸ ₈ ◘꜡fi₉ ⌐ ↑√

╛ ─ ╩ ∫≡™ↄ⁹⌂⅔⁸ ⌐ ⁸ ⌐ ─

⅜ ╕╣╢⁹ 

（４）鏡餅配布による安否確認（103,492 円）【歳末配分】〔Ｐ１０５〕 

    民生児童委員の協力により、健やかに新年を迎えられるよう安否確認を兼ね、鏡餅を配布した。 

    ◎対象者   ７０歳以上のひとり暮らし高齢者 

    ◎配布数   １２６件 

β ─Ⱳꜝfi♥▫▪ ⌐╟╡⁸ ╩≈ↄ↓≤⅜≢⅝⁸☻꜡כ●fi≢№╢₈╖╪⌂≢ ⅎ№℮

№∫√⅛™ ≠ↄ╡₉⅜ ≢⅝√⁹ 

（５）ふれあいチャレンジ塾（316,894 円）【一部共募配分】〔Ｐ１０５〕 

週末に地域の大人が子ども達に寄り添いながら豊かな体験を通して、工夫や挑戦を共に楽し

みながら、子どもへの気配りや目配りを心がけ、子どもの安全を見守った。 

◎支援者   ボランティア連絡協議会、民生児童委員女性部、銭太鼓受講生 

食生活改善推進協議会、読み語りグループひなたぼっこ、工芸グループ 
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年度 開催日数（日） 参加児童（人） 参加支援者（人） 

２１年度 ２４ ３３１ ２７９ 

２０年度 ２３ ５１０ ３２４ 

β ⅜ ≥╙─ ⌐ ╩ ∟⁸ ⌐ ╦╢ ⅜ ≈≈№╢⁹ ⁸ ╩ ⅝

╪∞ ⅜≢⅝╢╟℮ ∆╢ ⅜№╢⁹ ╩ ∂≡⁸₈ ≥╙┼─╕⌂↨⇔ ₉┼─

╩ ╘≡™⅝√™⁹ 

（６）一輪車育成（96,260 円）〔Ｐ１０３〕 

一輪車演技を通して児童の健全育成及びチームプレーによる連帯感や社会性を養った。 

また、一輪車演技による施設訪問は「思いやりの心」を育て、児童のみならず、保護者に福

祉施設の特性を知らせることができた。 

なお、１年間の集大成として、銭太鼓とともに発表会で世代間交流を図った。 

年度 開催日数（日） 参加児童（人） 

２１年度 ４８   ８８３ 

２０年度 ５５ １，０２０ 

β ─ ╛ ⁸ ╩ ⇔≡⅝√ ─ │⁸ ⌐ ╩ ∆

↓≤⅜≢⅝√⁹ 

 （７）元気アップ親子セミナー（24,200 円）【共募配分】〔Ｐ１０５〕 

子どもの体力向上に向けて、「遊ぶ」「食べる」「眠る」の必要性を伝え、体力向上に有益となる

運動プログラムを紹介し、親子のふれあいを図った。 

◎開催日   平成２１年１２月６日（日） 

    ◎参加者   １４４人 

 （８）地域ふれあい交流事業 

子ども、親、高齢者、地域住民が一堂に会し、交流を深めながら他の世代への思いやりの気

持ちを深めるとともに、一輪車や銭太鼓の発表の場を通じて、地域の中で支えられていること

や世代間のつながりの大切さを理解し、地域の教育力を高めた。 

◎開催日   平成２１年１２月６日（日） 

    ◎テーマ   「つながる音色 まわるふれあいの輪」 

    ◎参加者   １４４人 

β ╩ ≥╙ ⅜ ℮ ⁸ ─ ≢ ∆╢↓≤⅜≢⅝√⁹╕√⁸ ≡

─ⱤⱠꜟ ╛ ⁸ ╡ ─ ⁸ ⅜™ ⌂≥ ╩ →╢↓≤

⅜≢⅝√⁹ 

（９）施設・地域交流事業（交歓の夕べ支援） 

施設と一体となってイベントへの参加を促し、施設利用者と地域住民との交流を深めるとともに、

障がい者福祉の向上を図るため富士学園と共催で予定したが、土砂災害のため中止した。 

 

Ⅱ．福祉サービス利用支援部門 

１ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）備品の貸し出し（備品名：車椅子、ベッド、エアマット） 

突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際には、車椅子を貸し出した。 



 - 40 - 

    また、高齢者や障がい者等が在宅生活を継続できるようベッド、エアマットを貸し出し、住

民福祉の向上に努めた。 

◎車椅子   延べ３件 

（２）北部地域高齢者バス券販売 

    高齢者の外出支援を行い、高齢者の社会参加の促進を図った。 

     ◎対象者   ７５歳以上の高齢者（昭和１０年３月３１日以前に生まれた方） 

◎販売数   ２９９冊 

 

２ 総合相談事業 

生活上に発生する困難な問題について、誰もが相談できる相談員を配置し、問題解決を図るこ

とで、もって住民福祉の向上に努めた。 

（１）暮らしのトラブル無料法律相談 

多重債務や自己破産等生活上に発生する様々な悩みやトラブルで困窮されている者が、気軽

に相談できる機会を設けることにより、安全・安心な生活環境づくりに努めた。 

◎実施回数  毎月第３火曜日 

◎相談時間  午後３時～午後５時 

◎相談員   司法書士 

◎来談者   １人（２０年度：１人） 

 

Ⅲ．在宅福祉サービス部門 

１ 子育て支援事業「富士ふれあいるーむ」 

子育て中の親子、妊婦、祖父母など誰もが気軽に集え、相談ができ、情報を得られ、子育てへ

の不安や負担を軽減し、安心して子育てができる場として開設した。 

◎開設日   平成２１年７月１日（水） 

◎場 所   佐賀市富士支所庁舎２階 

◎オープニングイベント 

○開催日  平成２１年８月５日（水） 

 ○内 容  七夕づくり、笹舟づくり、みんなで歌おう！小さなコンサート   

    ○参加者  ４６人 

◎利用者                     （単位：人） 

乳幼児 大人 合計 

３８４ ３９５ ７７９ 

β ─₈ ≡ ₉⅜ ≢⅝⁸ ≡ ─ ⅜≢⅝√⁹╕√⁸▬ⱬfi♩╩ ∂≡ ╩

ⅎ╢ ─ ה™№↑ ⅎ ™ ⅜ ⅎ≡⅝√⁹ 
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 三瀬支所  

Ⅰ．地域福祉活動推進部門 

１ ボランティアセンター事業（23,000 円）〔Ｐ４６〕※概要は６ページに記載しています。 

（１）花いっぱい活動「年４回」（23,000 円） 

少子・高齢化と過疎の現状を踏まえ、地区全体を「もっときれいに」「もっと美しく」住みよ

い村づくりを目指し、将来ともに「元気村 三瀬」を住民の手で作っていくために花いっぱい

運動を実施した。芝桜を小・中学校周辺、国道２６３線沿いや洞鳴の滝周辺に児童、ボランテ

ィア、老人クラブ会員等住民皆の手で手入れや植栽した。また、緑の募金の助成を受け、洞鳴

の滝周辺に金木犀を植栽した。活動は、世代間交流も兼ねており、６年生になると芝桜が植栽

できると下級生は心待ちにしている。 

    ◎参加者   延べ２００人 

β ⅜ ⇔ↄ ⅝ ╣⁸ ⅛╠₈ ∫≡ ╣⇔≡ ↕™⁹₉ ↄ─ ╩ ↄ↓≤≢⁸

─ ╖≤⌂╡⁸ ⅝⅜™⌐ ⅜∫≡™╢⁹ 

 

２ 小地域ネットワーク活動 

（１）お一人住まいと高齢者二人暮らしの食事教室「年６回」（107,715 円）〔Ｐ１０８〕 

地元で採れた野菜や三瀬の食材を使って料理教室を実施し、閉じこもり予防や参加者同士の

会話を通して料理をすることに意欲を持ち、食事が食べるだけでなく、噛むことで心の栄養に

なる等を学んだ。今回は、自分の得意料理を参加者に教えあい、毎日の生活に意欲を持って貰

うことを目標に実施した。 

◎参加者   延べ８７人 

β ┼─ ╩ ⅝ ⇔⁸ ╩⇔⌂⅜╠─ ≢ ⅜ ╕╣⁸ ─ ╙ ∂╠╣√⁹ 

 （２）男の料理教室「年２回」（20,000 円）〔Ｐ１０７〕 

調理の経験がない高齢者世帯の男性等が調理の基礎を身に付け、食材の選び方や扱い方を知

るなど、自立した生活の向上を図った。 

◎参加者   延べ４１人 

β ⅜ ₁ ╖⁸└≤╡ ╠⇔─ ╩ ⅎ╢ ⅜ ↄ⌂∫≡⅝≡™╢ ⁸ ≢ ╩

╢ ╩ ⌐ ∂≡⅔╠╣╢ ⅜ ⌐ ╢╟℮⌐ ╡⁸ ─ ╩ ↕╣√⁹ 

（３）探検佐賀市「年１０回」（193,559 円）〔Ｐ１０８〕 

高齢者が各地域の施設等を訪問・活用し知識を深めまた、生きがいと健康増進を図るとと

もに、相互のふれあいを通して社会的孤立感の解消や学ぶ喜びを持ち、自立した生活の向上

を図った。 

    ◎参加者   延べ２３０人（うち、ボランティア 延べ２０人） 

β ⅝⅜™≤ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸Ᵽ☻─ ≢│⁸ ™⌐ ╛┤╣№™╩ ⇔≡⁸

─ ⌐ ⅜∫√⁹ 

（４）見守りネットワーク事業 

①緊急連絡カードの整備 

民生児童委員の協力を得て、緊急時に備え、ひとり暮らしや高齢者のみ世帯の実態を把

握するとともに、対象者に緊急連絡カード等の配布を行った。 
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②高齢者サービス調整会議「月１回」への参加 

対象者の日頃の生活状況や身体状況などの情報交換を行い、把握・検討し、よりよい福

祉サービスの向上に努めた。 

      ○会議構成  市保健福祉課、市保健師、診療所医師、歯科医師、看護師 

介護老人福祉施設ヘルパー、通所介護職員、ケアマネ、社協 

（５）介護用品支給事業（329,402 円）〔Ｐ１０８〕 

在宅の寝たきり高齢者に対し、介護用品等を支給することにより、介護者への情報提供や介

護負担の軽減を図り、可能な限り安心して生活していくことができるよう支援した。 

    ◎支給対象者  ９人（２０年度：１１人） 

β ⅜ ™ ≢ ⌐ ╩ ≢⅝╢ ╙⌂ↄ⁸ ₁⌂ ⌐ ∆╢ ╛

≢─ ─ ╖ ╙≢⅝⁸ ↕╣√⁹ 

（６）鏡餅配布による安否確認（20,000 円）【歳末配分】〔Ｐ１０９〕 

    民生児童委員の協力により、健やかに新年を迎えられるよう安否確認を兼ね、鏡餅を配布した。 

    ◎対象者   ７０歳以上のひとり暮らし高齢者 

    ◎配布数   ３１件 

β ⌂ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ≢└≤╡ ╠∆ ╙ ⅝ ┘⁸ ╛⅛⌐

╩ ⅎ╠╣√ ≢ ┌╣√⁹ 

（７）ふれあいサロン事業（年２回） 

住民の生きがいと健康づくりと閉じこもり予防を目的に、サロンを実施した。 

β ⌐ ⇔⌂⅜╠╙⁸ ─ ╦╡⅜ ⇔≡™╢ ╩ ↕╣≡⅔╡⁸ ─ ⅝⅜

™≠ↄ╡⌐ ≢⅝√⁹ 

（８）絵手紙講座（年６回）（48,000 円）※本所高齢者サロン事業で実施 

地域のひとり暮らし高齢者と絵手紙を通じて、ふれあいの種を蒔いた。 

◎参加者   延べ８５人 

β₈ ─ ⇔↕╩ ↄ─ ⌐ ╘√™₉≤ ⇔╖⌐ ↕╣√⁹ ⌐ ∫≡⅛╠ ⅝

⅝≤ ─ ╙ ╕∫√⁹ 

 

２ 福祉教育・啓発活動 

（１）三瀬ふれあいチャレンジ塾「年９回」（163,021 円）【一部共募配分】〔Ｐ１０９〕 

高齢者や他の地域の子ども達との交流や遊びを通して、他人を思いやる心や共感することの

できる心を育み、子ども達の健やかな心身の成長を支えた。 

◎参加者   延べ２０５人（児童：１７８人、スタッフ、ボランティア：２７人） 

◎支援者   佐賀県レクリエーション協会、絵手紙グループ、老人クラブ会員 

民生児童委員、母子保健推進員、食生活改善推進協議会 

β ⌐ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ⌐╙ ⅜╡⁸╟╡ ⌂ ─ ≤─

┤╣№™─ ⅜ ≡√⁹ 

（２）みつせスマイルキッズ「月１回」（72,342 円）【一部共募配分】〔Ｐ１０９〕 

子育て中の親子が、いつでも気軽に集い・語り合い・交流しながら相談ができ、いろいろな

情報が得られる場を身近な地域に設けることで、地域の子育て機能の充実を図った。また、高

齢者との交流により、地域で安心して子育てのできる環境を整えた。 

◎参加者   延べ２４３人（親子：１９５人、スタッフ・ボランティア：４８人） 



 - 43 - 

◎講 師   地域住民、子育てサークル 

βⱵ♬ ⁸ ╛ ≠ↄ╡ ╩ ⇔╖⌂⅜╠ ╡⌐⌂╡⁸ ─ ⅛╠ ≡─

╩ ⅎ≡ ∫√╡⁸┤╣№™⌂⅜╠ ⅜≢⅝√⁹ ⅛╠─ ╙ ⅎ⁸ ─

─ ╛ ┤╣№™─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⇔≡⅝√⁹ 

（３）小学生児童とのふれあい環境学習 

環境問題について、子ども達の意識向上を目的に実施した。 

◎内 容   小学校の父兄参観時、子ども達だけでなく、保護者も巻き込んでの学習会 

◎参加者   ２５名 

◎支援者   佐賀市、ボカシづくりグループ 

β ─Ⱳ◌◦≠ↄ╡ ╩ ™⁸ ≤ ≠ↄ╡┼─ ─◐♇◌◔≠ↄ╡⅜≢⅝√⁹ 

⇔≡ ⅎ╢╟℮ ╛ ╩ ∫≡™ↄ⁹ 

 

Ⅱ．福祉サービス利用支援部門 

１ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）一日ファミリー事業（9,420 円）〔Ｐ１０７〕 

ひとり親家庭を対象に、これからの佐賀市を担っていく子ども達に、将来に亘り使用しても

らえうよう、佐賀県産のシャープペンシルを贈呈した。 

β ─ ≢ ⌐ ╖⁸ ╩ ∆╢ ∟╩ ╪≢ ⅎ╢╟℮ ⇔√⁹ 

（２）新入学児童支援事業（16,000 円）【共募配分】〔Ｐ１０９〕 

地区内の新入学児童に対し、交通事故防止を願い、入学式に合わせ黄色い帽子の贈呈を行った。 

◎配布数   １６人 

β ≢ ∆╢↓≤≢⁸ ╛ ⌐ ⇔⁸ ™ ⌐≈™≡ ╩ ∫≡╙℮

╠⁹╕√⁸₈ ≥╙┼─╕⌂↨⇔ ₉⌐ →╢⁹ 

（３）備品の貸し出し（備品名：車椅子） 

突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際には、車椅子を貸し出した。 

（４）北部地域高齢者バス券販売 

    高齢者の外出支援を行い、高齢者の社会参加の促進を図った。 

     ◎対象者   ７５歳以上の高齢者（昭和１０年３月３１日以前に生まれた方） 

◎販売数   ３５冊 

 

２ 流水浴機器等管理運営事業（1,700,000 円）〔Ｐ１１１〕 

    市民の健康増進や維持など、生涯を健康で過ごせる体づくりや生活習慣病の予防を目的に、

温泉水を利用した三種類（スイムライフ、アクアビューティー、アクアファイブ）の流水浴機

器を利用し実施した。 

    ◎実施日   月曜日、水曜日、金曜日 午前９時～午後５時 

           火曜日、木曜日     午後１時～午後５時 

    ◎利用者   延べ１，９３９人 

β │⁸ ⌐ ⅜№√╢√╘ ⱴ♇◘כ☺─ ⅜№╡⁸ ╩ ⇔⁸ ╛

─ ╖⌐ ↄ√╘ ╙ ⅎ√⁹╕√ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⌐╙ ⅜╡⁸

─ ⌐╙ ∫√⁹ 
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３ 三瀬地域巡回バス運営事業（3,120,377 円）〔Ｐ１１２〕 

住民の交通手段としての送迎と、小学生児童の下校時の送りを、地区内を東部と西部に分けて

マイクロバスを一日５便運行し、住民福祉サービスの利用促進を図るとともに、児童の安全確保

に寄与した。（１号車は東部地区） 

   ◎２号車のみの実績（佐賀市委託事業） 

年度 稼働日 延べ利用人数 （内訳）一般 小学生児童 

２１年度 ２４２日 ５，３７１人 ２，５４８人 ２，８２３人 

２０年度 ２４３日 ５，５９６人 ３，１２１人 ２，４７５人 

β ≤ ≥╙⁸ ∂Ᵽ☻╩ ∆╢↓≤≢⁸ ─ⱴ♫כ╩ ⅜ ⅎ√╡⁸ ╡⌐⌂∫√

╡≤⁸ ≤─ ⌐ ⅜∫≡™╢⁹ 
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 川副支所  

Ⅰ．地域福祉活動推進部門 

１ ボランティアセンター事業           ※概要は６ページに記載しています。 

（１）川副町ボランティア連絡協議会設立支援及び協働体制の構築 

   川副地区で活動する団体に働きかけ、連絡協議会設立に向けて支援・協力を行った。また、

連絡協議会が開催する代表者会議に参加し、連絡・調整を図るとともに情報等の共有を図った。 

β ≤─ ⌂ ⌐╟╡⁸ ⌐⅔↑╢Ⱳꜝfi♥▫▪ ─ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝

√⁹ ╙⁸Ⱳꜝfi♥▫▪─ ┘ ⌐ ↨⇔√Ⱳꜝfi♥▫▪ ╩ ∆╢⁹ 

 

２ 小地域ネットワーク活動 

（１）ひとり暮らし高齢者と園児のふれあい会食会（154,523 円）【一部共募配分】〔Ｐ１１４〕 

外出の機会が少ないひとり暮らし高齢者（７０歳以上）と園児との世代間の交流を図り、子

ども達から元気を貰うことで、在宅高齢者の孤独感の解消や自立した生活の向上を図った。 

校区名 高齢者 園児 協力者 合計 

西川副校区（10/29） １１名 ３２名 １７名 ６０名 

中川副校区（10/22） ２３名 ３１名 ２０名 ７４名 

大詫間校区（10/23） １６名 ２０名 １３名 ４９名 

南川副校区（11/10） ２２名 ３３名 １６名 ７１名 

β ≤─ ╣ ™⅜ ⌂™ ⌐│⁸ ─ ╢™ ╛ ⇔ │ ╟╡─₈↔ ₉≢№

╡⁸ ╙ ─ ⅛™ ™╩≤≡╙ ╪≢™√⁹ ╩ ⌐⁸ ≢ ∫√ ╩ ↑

℮╟℮⌂⁸ ◖Ⱶꜙ♬♥▫כ⅜ ↕╣╢╟℮ ⇔≡™ↄ⁹ 

（２）世代間交流事業「４校区・各１回」（180,726 円）【共募配分】〔Ｐ１１４〕 

高齢者と子どもが楽しめる身近なスポーツ“グランドゴルフ”を通してふれあい、児童の健

全育成と高齢者の健康な心身の養成を図り、明るい地域社会づくりを目指すため実施した。 

校区名 高齢者 児童 協力者 合計 

西川副校区（8/26） ５６名 ５６名 １４名 １２６名 

中川副校区（8/20） ４０名 ４０名 １０名  ９０名 

南川副校区（7/30） ３２名 ３２名  ８名  ７２名 

大詫間校区（10/26） ４４名 ４４名 １１名  ９９名 

β ∆╢↓≤⅜ ⌂™ ⅜⁸ ∂ ⌐ ↑⁸ ™⌐ ה ╩ ╣√≤ ┌╣≡™√⁹

╙ ⅜ ⅎ╢ה ╩ ↑ ⅎ╢ ⅝ ™⁸ ≠ↄ╡─ ⌐⌂╢╟℮⌐ ⇔≡™ↄ⁹ 

（３）鏡餅配布による安否確認（247,350 円）【歳末配分】〔Ｐ５２，Ｐ１１４〕 

    民生委員児童委員の協力により、健やかに新年を迎えられるよう安否確認を兼ね、鏡餅を配

布した。 

    ◎対象者   ７０歳以上のひとり暮らし高齢者 

    ◎配布数   ２９１件 

β ╛ ≢ ≈⅝╩⇔⌂ↄ⌂╡⁸╕√ ╩ ⅎ⌂ↄ⌂∫√ ⌐│≤≡╙ ┌╣√⁹

│ ╩ ⇔⌂⅜╠⁸ ╩ ⅝ ╪∞ ┼─ ╩ ╢⁹ 
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Ⅱ．福祉サービス利用支援部門 

１ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）備品の貸し出し（備品名：車椅子） 

突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際には、車椅子を貸し出した。 

    ◎車椅子   延べ２３件 

 

２ 放課後児童クラブ事業（7,712,800 円）〔Ｐ１１５〕 

地区内の小学校に通学し、保護者が労働等で昼間家庭にいない児童に、授業終了後および長期

休暇期間中に遊びと生活の場を提供し、児童を犯罪から守るとともに健全育成を図った。 

◎クラブ名  南川副児童クラブ、西川副児童クラブ、中川副児童クラブ、大詫間児童クラブ 

◎対象者   原則、小学校１年生～３年生までの留守家庭児童 

◎利用日時  月曜日～金曜日 放課後～午後６時３０分 

          長期休暇（夏・冬・春休み）、土曜日 午前８時～午後６時３０分 

   ◎開設日数と利用児童数 

区分 南川副 西川副 中川副 大詫間 合計 

平常時 
開設日数 ２３４日 ２２９日 １８１日 １８５日 ８２９日 

延べ人数 ４，３６８人 ２，３４０人 ２２２人 ２２３人 ７，１５３人 

区分 夏季休業 冬季休業 春季休業  合計 

長期休 

暇期間 

開設日数 ３２日 ６日 ５日  ４３日 

延べ人数 ９９０人 １０５人 １０６人  １，２０１人 

β ─ ⌂ ≤ ⌐╟╡⁸ ⌐ ℮ ─ ⌂ ╛ ⌐    

∆╢ ─ ⌐ ⅜∫√⁹╕√⁸ ╡─ ⌐ ╗↓≤≢ ╩ ⌐ ↑╢

≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

Ⅲ．在宅福祉サービス部門 

１ 居宅介護支援事業［居宅介護支援南部事業所］（7,924,376 円）〔Ｐ１１９〕 

介護保険法により介護認定を受けた者が、可能な限りその居宅において自立した日常生活を営

むことができるよう支援した。指定居宅介護支援事業所の指定を受け、心身の状況や置かれてい

る環境等に応じ関係機関と連携し、希望に応じ適切なサービスが多様な事業者から総合的かつ効

率的に提供されるようケアプラン作成・要介護認定調査・介護保険サービスの調整等を行った。 

   ◎介護支援専門員体制   常勤（専従１名・兼務１名）、非常勤（専従１名） 

   ◎要介護認定調査     ５９件 

   ◎ケアプラン管理者数                （単位：人） 

種別 年間管理数 月平均 

要介護（１～５） ８４２ ７０．１ 

要支援（１～２） ８４ ７．０ 

β ⌐ ⇔√ ≤⇔≡⁸ ∆╢ ⌐☼כ♬─ ⇔≡ ⌂

╩ ⇔⁸ ⇔≡ ⅜ ╣╢╟℮⌐ ⇔√⁹ ╙⁸ ⌐☼כ♬─ ⅎ╠╣╢

╩ ℮⁹ 
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２ 訪問介護事業（13,102,054 円）〔Ｐ１２１〕 

   介護保険法により介護認定を受けた者が、ケアプランに基づいて、充実した日常生活を営むこ

とができるよう「身体介護」「家事援助」「両方の複合型」等のサービスを提供し、在宅で自立し

た生活を送れるよう訪問介護員を派遣した。 

   ◎サービス提供件数                  （単位：件） 

種別 サービス提供件数 月平均 

要介護（１～５） 延べ４，２９０ ３５７．５ 

要支援（１～２） 延べ１，１５６ ９６．３ 

   ◎サービスの種類と件数                （単位：件） 

種別 サービス提供件数 月平均 

身体介護 延べ１，８７２ １５６ 

家事援助 延べ２，１７２ １８１ 

複 合 型 延べ２４０ ２０ 

β ≢─ ╩ ∆╢ ⌐≤∫≡⁸ ╛ ─ │ ≢№╡⁸    

⌐☼כ♬ ∆╢↓≤≢⁸ ⅛╠─ ≤ ⌂ ╩ ∆↓≤⅜≢⅝√⁹ ╙⁸

⌐☼כ♬─ ⅎ╠╣╢◘כⱦ☻╩ ⇔√™⁹ 

 

 ３ 身体障がい者居宅介護支援事業（421,000 円）〔Ｐ１２３〕 

   在宅で生活を営む身体障害者手帳（重度）の取得者が、障害者自立支援法第２９条に基づき、

日常生活を営むのに必要なサービス提供を行い、自宅での自立した生活の継続を支援した。 

   ◎対象世帯  ２世帯 

   ◎支援回数  延べ９６回（月平均８回） 

β ╖ ╣√ ⌐⅔™≡ ⅜ ╘╢╟℮⌐⁸ ─ ╩ ∫√⁹ ╙ ╢∞↑ ⇔

√ ⅜ ≢⅝╢╟℮⌐ ╩ ↑√™⁹ 

 

４ 通所介護事業（14,533,383 円） 

（１）生きがい活動通所支援事業（生きがいデイサービス事業） 

身体機能の低下、閉じこもり、うつ等のおそれのある高齢者に対し、通所による各種の事業

を行うことによって社会的孤立を解消するとともに、介護状態にならないよう心身の維持向上

を図り、健康で生きがいの持てる生活を送れるよう支援した。 

◎対象者   ６０歳以上の閉じこもりがちな高齢者（介護保険非該当者） 

◎利用料金  ７００円／回（昼食代含む） 

◎利用日時  １回／週 月曜日～金曜日 午前９時３０分～午後４時 

（祝祭日及び年末年始を除く） 

◎実施内容  健康体操、レクリエーション、花見見学、ショッピング、おやつ作り等 

年度 実施日数（日） 延利用者数（人） １日平均（人） 

２１年度 0 0 0 

２０年度 239 1,321 5.5 

β ≤⇔≡ ╣ ╩≤∫≡™√⅜⁸ ─ ┼─ ⌐╟╡⁸

⅜⌂⅛∫√⁹ ╙⁸ ≤ ╙⌐╠∟≤─☻ⱦכ◘ ⇔⌂

™ ─√╘⌐⁸ ╣ ╩ ⅎ≡⅔ↄ⁹ 
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（２）特定高齢者通所型介護予防事業（14,533,383 円）〔Ｐ１１７〕 

高齢者の生活機能低下（特に運動器の機能低下）予防を基本とし、低栄養、口腔機能低下、

閉じこもり・認知症・うつ等の理由から要介護状態になる恐れがある人に運動器の機能向上、

歯科衛生士による口腔機能向上（３ヶ月に１度）を図り、要介護状態にならないように予防し、

生活の活性化を図った。 

新規として、利用者が少ない東与賀町、久保田町への普及・浸透を図り事業の成果を高める

ため、東与賀支所において毎週１回事業を実施した。 

◎対象者   健診（生活機能評価）結果及び要介護認定担当部局、保健福祉部局、医療機

関、民生委員等からの情報提供・相談等の経路により把握した高齢者のうち、

地域包括支援センターにおいて閉じこもり・認知症・うつ等の特定高齢者に選

定された者（国の基準による） 

◎利用料金  ７００円／回（昼食代含む） 

◎利用日時  １回／週 月曜日～金曜日 午前９時３０分～午後４時 

（祝祭日及び年末年始を除く） 

◎実施内容  健康体操、レクリエーション、花見見学、ショッピング、おやつ作り等 

年度 実施日数（日） 延利用者数（人） １日平均（人） 

２１年度 238 3,904 16.4 

２０年度 236 1,721 7.3 

β ─ ─ ה ╩ ╢√╘⁸ ╛ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╩ ⇔⁸

┼─ ⌐ ⅜№∫√⁹ ⅝ ⅝⁸ ╛ ─ ≤ ╩ ╡⌂⅜╠⁸

─ ╩ ™√™⁹ 
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 東与賀支所  

Ⅰ．地域福祉活動推進部門 

１ ボランティアセンター事業（84,037 円）〔Ｐ４６〕※概要は６ページに記載しています。 

（１）技能ボランティア養成講座 

高齢者サロン事業をはじめ地域福祉事業の推進に必要な地区ボランティアの養成を図った。 

①絵手紙ボランティア養成講座（年６回）（46,200 円） 

     ○参加者   延べ９０人（受講生：２２人） 

    ②折り紙ボランティア養成講座（年４回）（33,077 円） 

     ○参加者   延べ５３人（受講生：１９人） 

（２）干潟（シチメンソウヤード）清掃活動「年２回」（4,760 円） 

ボランティア推進協議会、佐賀南ロータリークラブと協働して、自然保護・環境保護の視点

から、稀少植物シチメンソウヤードの清掃活動を住民参加のもと実施した。 

    ◎開催日   平成２１年５月３１日（日）、１０月２５日（日） 

    ◎場 所   東与賀海岸 

    ◎参加者   延べ２２５人 

β │⁸◘꜡fi ─ ╩ ⇔⁸╕√ ╩☻ⱶכ☼⌐∆╢√╘Ⱳꜝfi♥▫▪ ⌐ ╡

╪∞⁹╕√⁸ ─ ꜟ◒כ◘⅜ ┼≤ ⇔⁸Ⱳꜝfi♥▫▪─ ⌐ ⅜∫√⁹ 

 

２ 小地域ネットワーク活動 

（１）ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯の会食交流会（178,587 円） 

【一部共募配分】【一部歳末配分】〔Ｐ１２５〕 

外出の機会が少ない高齢者と児童や育児サークルとの世代間の交流を図り、併せてボランテ

ィアによる手料理での会食や健康相談、栄養指導等を実施することで在宅高齢者の自立した生

活の向上を図った。 

◎開催日   平成２１年７月２４日（金）、１２月４日（金） 

◎内 容   児童館・育児サークルとの交流（ダンス・寸劇等披露、パネルシアター等） 

レクリエーション、ビンゴゲーム、健康相談、栄養指導 

◎参加者 

年度 高齢者（人） 支援者他参加者（人） 延べ参加者（人） 

２１年度 ８０ １４１ ２２１ 

２０年度 ９９ １３６ ２３５ 

◎支援者   民生児童委員、児童館、ボランティアの友、育児サークル親子、保健師、栄養士 

β ─ ה ≤─ ⅜⁸ ─ ─ ╛ ─ ⌐ ⅜∫√⁹ 

╕√⁸ ╛ ⌐╟╢ ⌐╟╡⁸ ⌐╙ ╩ →≡™╢⁹ 

（２）高齢者支援指導者講習会「年３回」（22,680 円）〔Ｐ１２４〕 

高齢者に脳トレーニングやレクリエーションの講習会を実施し、習得した知識や技術を地域で

の高齢者ふれあいサロン事業や会合時に活用していただき、地域活動の円滑化を図った。 

◎参加者   延べ４４人 

β◘꜡fi╛ ─ ≢╙ ⌐ ↕╣⁸ ─ ╩ →≡™╢⁹▪fi◔כ♩ ≢╙₈
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⅛∫√₉≤ ⅜ ↄ ∑╠╣√⁹ 

（３）山村地域探訪会（久保田支所と合同）（136,900 円）【一部共募配分】〔Ｐ１２５〕 

山間地域から平野部海岸部における治水・利水状況等を建設中の嘉瀬川ダムや石井樋（水も

のがたり館）等を訪ね、上・下流部の繋がりや環境問題について知識や理解を深めるとともに、

相互の交流を促しながら自立した生活への意欲向上を図った。 

◎開催日   平成２１年１０月２２日（木） 

◎場 所   嘉瀬川ダム周辺（佐賀市富士町一円） 

◎参加者   ４７人（うち、民生児童委員７人） 

β ≤│ ∫√ ⌐ ╣⁸ ≢┤╣№™╩ ╘⁸ √⌂ ∟≢─ ─

┼─ ─ ⌐ →√⁹ 

（４）施設・地域交流事業（100,000 円）〔Ｐ１２４〕 

障がい者福祉施設と地域住民との交流を深め、施設と一体となってふれあい夏祭りを開催・

参加を促すことにより、施設利用者への理解を深めるとともに、障がい者福祉の向上を図った。

併せて、ボランティア団体等に協力を促し、より一層の充実を目指した。 

◎開催日   平成２１年８月６日（木） 

◎対象者   めぐみ園入園者・家族、友好団体、地域住民等 

◎参加者   約６７０人 

◎支援者   児童館、ボランティア団体、商工会青年部、地域住民等 

β ≤ ≤⅜ ╡╛Ᵽ◙כ ≢ ⁸ ╛⅛⌂ ≢─ ╡⅜ ↕

╣√⁹ ╟╡ ↄ─ ⅜№╡⁸ ╩ ⇔≡ ┼─ ⅜ ╕∫√⁹ 

（５）障がい児クリスマス交流会（39,023 円）【歳末配分】〔Ｐ１２５〕 

クリスマス交流会を行い、障がい児の社会参加と自立生活の向上を図った。 

◎開催日   平成２１年１２月２０日（日） 

◎場 所   東与賀保健福祉センター 

◎参加者   ３０人 

◎内 容   ケーキと小物づくり（リース・サンタのベル他）、レクリエーション 

ゲーム、紙芝居等 

    ◎支援者   手をつなぐ親の会、小規模作業所、ボランティア、地域住民等 

β ─ ╩ ⇔≡⁸ ⅜™ ┼─ ╙ ╕╡⁸ ─ ─ ⅛╠╙₈ ≥╙─ ⇔∕℮⌂

⅜ ╠╣⁸ ≢─ ⅜╡⅜≢⅝√⁹₉≤ ┘─ ╩ ™√⁹ 

 （６）あいさつ運動「年３回」 

児童生徒の健全育成のため、全ての大人が子どもの育成に関心を持ち、かつ主体的に係わる「子

どもへのまなざし“１００％”のまち」の実現を目指し、各学期始めに社協役員、民生児童委員

（地区民協正副会長）の協力を得て、学校関係者とともに実施した。 

◎実施場所  東与賀小・中学校校門前他 

β№™↕≈ ╩ ⇔≡⁸ ⌐ ≤ ╩ ⅎ╢ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

２ 福祉教育・啓発活動 

（１）はがき訪問事業（17,850 円）〔Ｐ１２４〕 

小学生児童から、ひとり暮らし高齢者及び養護老人ホーム利用者に対し、暑中見舞や年賀はが

きを送ることにより、高齢者へのいたわりの気持ちを伝えるとともに孤独感の解消を図った。 
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◎配布数   延べ１７４人 

βⱢ●◐│⁸ ─ ⌐ ╖≤ ™╩ ⅎ⁸ ┼─ ─ ⌐╙ ⅜∫≡⅔╡

┌╣≡™╢⁹╕√ ─ ╩ ℮ ≥╙ ─ ┼─ ╩ ╘╢ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

Ⅱ．福祉サービス利用支援部門 

１ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）備品の貸し出し（備品名：車椅子） 

突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際には、車椅子を貸し出した。 

    ◎車椅子   延べ１４件 

（２）葬祭具貸付委託事業 

安価な葬祭を希望される市民に葬儀の費用負担を軽減するため、指定委託葬祭業者を紹介・

斡旋を行った。 

    ◎利用者   ３件 

β ─ ╛ ╕≢─ ─ ╩ ℮↓≤≢ ╩ ∫√⁹╕√⁸ ≢

╩ ℮ ⌐ ╩ ∆╢√╘⁸ ≤ ≢ ⇔⁸ ─ ╩ ∫√⁹ 

 

２ 佐賀市東与賀保健福祉センター管理事業 

日常のセンター開閉、会議室等の貸し出しや利用状況の把握等の管理業務を行った。 

年度 
大広間 会議室 ビリヤード室 相談室 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

２１年度 186 3,849 58 1,317 2 12 28 1,008 

２０年度 206 2,614 31 570 4 19 79 164 

年度 
調理室 集団指導室 機能訓練室 計 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

２１年度 28 781 69 2,731 56 2,211 427 11,909 

２０年度 10 354 33 1,013 146 1,694 509 6,428 

β ╩ ⇔√ ─ ╩ ∫√↓≤⅛╠⁸ ─ ⌐ ⅜∫≡™╢⁹ 

 

Ⅲ．在宅福祉サービス部門 

１ 子育て支援事業「年１２回」（146,391 円）【一部共募配分】〔Ｐ１２５〕 

乳幼児期の子育て不安を抱えている人が多いため、親子のスキンシップやふれあいによる安心

感、育児不安の解消などを相互の交流を交えて支援した。 

◎対象者   未就学児親子 

◎実施内容  ベビーマッサージ（９回）、育児相談（毎回） 

 ベビーマッサージ クリスマスコンサート 乳幼児安全講習会 ミニミニ運動会 

親 延べ３２４人 ４５人 １９人 １４人 

子 延べ３２７人 ４７人 ２１人 １７人 

計 延べ６５１人 ９２人 ４０人 ３１人 
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β ─☻◐fi◦♇ⱪ╛ ⌐╟╢ ⁸▬ⱬfi♩┼─ ⁸ ⌐╟∫≡⁸

─ ╩ ╡⁸ ╩№→√⁹▪fi◔כ♩ ⅛╠╙⁸ ≢ꜞꜝ♇◒☻≢⅝⁸ ╛⅛⌂

╩ ↔∆ ⅜≢⅝√ ↄ─ ┘─ ╛ ≡⌐ ╩ √≤─ ╩ ™√⁹ 

 

２ 健康体操教室「月２回」 

高齢者や壮年者に対し、寝たきりや認知症予防等を踏まえ、「ＮＰＯ法人ふれあい館」とタイアッ

プして、自らの体力に合わせた運動の紹介、体操、健康指導、栄養指導、健康管理等を行った。 

◎参加者   延２６７人 

◎事業内容  血圧測定・ 健康チエック・ボール体操 

β ─ ╩ ╡⁸ ╩ ⇔≡ ─ ⅜ ⅜╡⁸ ₁─ ⌐ ™╩ ⅎ√⁹ 
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 久保田支所  

Ⅰ．地域福祉活動推進部門 

１ ボランティアセンター事業           ※概要は６ページに記載しています。 

（１）久保田町ボランティア連絡協議会との協働 

久保田町ボランティア連絡協議会が開催するグループ代表者会に参加し、連絡協議会との協

働事業に取り組み、連絡・調整を図るとともに情報等の共有を図った。（毎月第２火曜日） 

 

２ 小地域ネットワーク活動（457,397 円） 

（１）ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯のふれあい会食会（133,477 円）【一部共募配分】〔Ｐ１２８〕 

外出の機会が少ない高齢者に対し、食事やゲーム余興（踊り、歌、にわか等）等を実施する

ことにより、在宅高齢者の孤独感の解消や自立した生活の向上を図った。 

    ◎開催日   平成２１年６月２６日（金） 

    ◎対象者   ７０歳以上のひとり暮らし高齢者、７５歳以上の高齢者のみ世帯 

    ◎参加者   ４０名 

◎支援者   民生児童委員、ボランティアグループ、食生活改善推進協議会 

    β ─ ⅜≢⅝⁸╕√ ─ ╛ ─ ≤ ≤─ ⅜ ╕╡⁸

╖ ⌂≥ ⌐ ≢⅝╢⁹ 

（２）世代間交流事業（59,387 円）【共募配分】〔Ｐ１２８〕 

高齢者と児童生徒が楽しめる身近なスポーツ“ゲートボールとグランウンドゴルフ”を通し

てふれあい、児童の健全育成と高齢者の健康な心身の養成を図り、明るい地域社会づくりを目

指すため実施した。 

種目 実施日 場所 参加者数 

ゲートボール ８月１７日 高齢者ふれあいプラザ ７０名 

グランウンドゴルフ １１月２９日 久保田補助グラウンド ８０名 

    β ≢─ ⁸ ≥╙ ≤─ ⅜≢⅝⁸ ≤ ≤─ ⅜╡⅜ ╕╡⁸ ◒ꜝⱩ

≢ ╡ ╪≢™╢₈ ≥╙─ ╡ ₉─ ⌐╙ ≢⅝≡™╢⁹ 

（３）山村地域探訪会（東与賀支所と合同）（147,068 円）【一部共募配分】〔Ｐ１２８〕 

山間地域から平野部海岸部における治水・利水状況等を建設中の嘉瀬川ダムや石井樋（水も

のがたり館）等を訪ね、上・下流部の繋がりや環境問題について知識や理解を深めるとともに、

相互の交流を促しながら自立した生活への意欲向上を図った。 

◎開催日   平成２１年１０月２２日（木） 

◎場 所   嘉瀬川ダム周辺（佐賀市富士町一円） 

◎参加者   ５７人 

β ╣ ℮↓≤─ ⌂™ ─ ⌐ ╣⁸ ⅜ ╠╣√⁹ ≤─ ─

≢№∫√─≢⁸ │ ⌂≥─ ≢ ⇔™ ⅜≢⅝√⁹ 

（４）鏡餅配布による安否確認（87,465 円）【歳末配分】〔Ｐ１２８〕 

    民生児童委員の協力により、健やかに新年を迎えられるよう安否確認を兼ね、鏡餅を配布した。 

    ◎対象者   ７０歳以上のひとり暮らし高齢者 
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    ◎配布数   ９８件 

β ─ ⌐╟╢ ⁸ ─ ┘ ≢─ ─ ⅜≢⅝√⁹ 

（５）施設・地域交流事業（30,000 円）【歳末配分】〔Ｐ１２８〕 

小規模作業所と地域住民との交流を深め、施設と一体となってクリスマス交流会を開催・参

加を促すことにより、障がい者への理解を深めるとともに、地域との連携を深めた。 

◎開催日   平成２１年１２月２２日（火） 

◎対象者   障がい者小規模作業所（久保田サンハウス）利用者・家族、思斉小・中学校 

特別支援学級児童生徒、民生児童委員、ボランティア、地域住民等 

◎内 容   利用者による合唱、児童生徒による劇、創作ダンス 

       クリスマスプレゼント抽選会、ケーキづくり 

β ≤ ≤⅜ ≤⌂∫√ ⁸ ♄fi☻ ─ ⇔ ≢⅔ ™⌐

ⅎ№℮ ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝√⁹ ╘≡─ ≢№∫√⅜Ⱳꜝfi♥▫▪╛ ─

⌐╟╡⁸ ┘∕─ ה ≤─ ⅜ ╕╡⁸ ⅜™ ┼─ ⅜ ╕∫√⁹ 

 

３ 高齢者ふれあいサロン事業「月１回」（90,437 円）〔Ｐ１２７〕 

家に閉じこもりがちな高齢者に、気軽に利用できる家庭的な雰囲気の場を提供し、寝たきり予

防、社会的孤立感の解消や自立支援を図った。 

◎実施内容  健康相談（血圧測定等）、食生活相談、日常相談等、文化活動（手芸等） 

レクリエーション（健康体操、ゲーム、歌等）、戸外活動 

◎支援者   在宅看護職の会、県国保連合会、ボランティアグループ   （単位：人） 

年度 実施回数 登録者数 参加者（延べ） 月平均 

２１年度 １２ ３４ ２７７ ２３ 

２０年度 １２ ３２ ３０６ ２６ 

β☻♃♇ⱨ│ ה ⌂≥ ╩ ∫≡⅔╡⁸ ♅▼♇◒╛ ╙ ∫≡™

√∞⅝⁸ ⅜ ╛ ⌐≈™≡ ∆╢╟℮⌐⌂╡⁸ ≠ↄ╡ה ≠ↄ╡─

⅜ ⅜∫≡™╢⁹╕√⁸ ≤⇔≡ ⁸ ╡⁸ ⌂≥ ╡ ─ ≤⌂∫≡⅔╡⁸

⇔ↄ ╩ ↔↕╣√⁹ 

 

Ⅱ．福祉サービス利用支援部門 

１ 住民の福祉活動の推進・支援 

（１）備品の貸し出し（備品名：車椅子、電動ベッド、電動四輪車）（4,000 円）〔Ｐ１２７〕 

突発的な需要や各種団体等が研修などを行う際には、車椅子を貸し出した。 

    また、高齢者や障がい者等が在宅生活を継続できるよう電動ベッド、電動四輪車を貸し出し、

住民福祉の向上に努めた。                 （単位：台） 

年度 車椅子 電動ベッド 電動四輪車 

利用料 無料 2,000 円／月 無料 

保有数 ９ ５ ６ 

２１年度 １７ ２ ４ 

２０年度 ２３ ３ ４ 
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２ 祭壇貸付事業〈特別会計〉（124,631 円）〔Ｐ１３２〕 

   自宅等で葬儀をする場合、葬儀の費用負担を軽減するため、指定委託葬祭業者が祭壇の飾りつ

け及び撤去を行い、福祉の増進を図った。          （単位：件） 

年度 Ａ型 Ｂ型 Ｃ型 計 

利用料 31,500 円 28,350 円 26,750 円  

２１年度 ０ ２ ４ ６ 

２０年度 ０ ２ ２ ４ 

β ⁸ ╛ ─ ─√╘⁸ ≢⌂ↄ ≢─ ⅜ ↄ⌂∫≡™╢⁹╕√⁸

─ ⁸ ⌐╟╢ ─ ⅜ ≢ │ ⇔≡™╢⁹ 

─ ╩ ╢√╘⁸ ≢─ ─ ⅜ ╕∫≡⅝≡⅔╡ ╩ ∆╢⁹ 

 

３ 佐賀市久保田総合センター管理事業（2,850,000 円）〔Ｐ１２９〕 

文化的サークル活動や健康づくり・生涯学習の拠点施設である老人福祉センター、農村環境改

善センター、高齢者交流施設、保健センターの４施設の会議室等の貸し出しや利用状況の把握等

の管理業務を行うとともに、各施設の利用調整を行った。（開館日数：３２６日） 

老人福祉 

センター 

農村環境改善 

センター 

高齢者 

交流施設 
保健センター 計 

平均 

利用 

者数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

587 7,623 1,323 33,553 223 3,624 144 10,599 2,277 55,399 170 

   ◎関連施設 

高齢者 

小規模作業所 

高齢者ふれあい

プラザ 
計 

平均 

利用 

者数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

61 702 73 2,095 134 2,797 9 

   β │ ⌐№╡⁸ ─ ╩ ╡ ─☻ⱦכ◘ ⌐ ╘ ⌂

╩ ∫√⁹ 
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その他の事業 

Ⅰ．共同募金・歳末たすけあい募金運動への協力（佐賀県共同募金会佐賀市支会） 

日本で唯一法律に基づいて行われる募金活動として、公的な福祉サービスでは支えられない分野の支援を行うために、佐賀県共同募金会の佐賀市

支会として募金活動を展開した。 

１ 赤い羽根募金 

「あなたの心がまちをささえます」をスローガンに、１０月１日から１２月３１日までの３ヶ月間、各種団体などの協力を得て実施した。（単位：円） 

本支所名 

募金種別 
本所 諸富 大和 富士 三瀬 川副 東与賀 久保田 合計 

戸別募金 12,680,177 1,014,950 2,030,350 436,800 154,000 1,470,100 802,200 695,450 19,284,027 

法人募金 2,047,593 848,346 329,500 566,000 93,600 615,500 263,640 329,000 5,093,179 

学校募金 233,163 22,201 3,243 27,276 3,972 24,341 7,370 9,339 330,905 

街頭募金 132,227 0 69,377 0 15,720 25,514 0 0 242,838 

職域募金 1,489,950 277,247 222,300 185,027 49,945 153,750 116,624 200,250 2,695,093 

イベント募金 0 0 0 80,889 16,346 0 84,834 0 182,069 

その他 234,555 19,710 8,014 26,612 30,520 5,177 7,255 27,629 359,472 

合 計 16,817,665 2,182,454 2,662,784 1,322,604 364,103 2,294,382 1,281,923 1,261,668 28,187,583 

 

２ 歳末たすけあい募金 

  「みんなでささえあうあったかい地域づくり」をスローガンに１２月１日から１２月３１日までの１ヶ月間、各種団体などの協力を得て実施した。（単位：円） 

本支所名 

募金種別 
本所 諸富 大和 富士 三瀬 川副 東与賀 久保田 合計 

戸別募金 4,596,149 299,100 580,000 124,800 44,000 420,100 229,300 199,100 6,492,549 

その他 117,155 34,975 39,219 0 0 0 0 34,937 226,286 

合 計 4,713,304 334,075 619,219 124,800 44,000 420,100 229,300 234,037 6,718,835 

β ™ ה √∆↑№™ ─ ╩ ℮ ≢⁸ ₁ ╟╡ ⌂ ╩ ↄ↓≤⅜≢⅝√⁹ ™√ ╩ ⌐⇔≡⁸ │

─√╘⁸ ⌐ ╦╣ ─ ┘ ⌐ ╩ ™≡⁸ ┼─ ה ─ ─ ה ─ ╩ ∫≡™ↄ⁹ 

─ ╛⁸ ⌐ ∆╢ ─ ⌐╟╡⁸ ⅜ ⌐№╡⁸↓╣⌐ ⇔≡ ╙ ⇔≡⅔╡⁸ ─ ⌐╙ ⅜ ≡™╢⁹ 
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Ⅱ．日本赤十字社事業の推進（日本赤十字社佐賀県支部佐賀市地区） 

国際救援活動や災害救護活動等の人道的使命に基づき、国内外で事業を実施している日本赤十字社の佐賀市地区として、赤十字事業の普及と事業

推進に必要な資金を確保するため社員の確保に努めた。                                   （単位：円） 

 本所 諸富 大和 富士 三瀬 川副 東与賀 久保田 合計 

社費・寄付金 13,463,828 1,408,250 2,328,000 624,000 220,000 2,152,500 1,154,000 1,015,000 22,365,578 

（１）各種講習会 

佐賀県支部が開催する各種講習会の開催を積極的に推進するとともに、蘇生法などの講習に講師又は指導員の派遣調整を行った。 

①１，０００人赤十字救急法実践講習会 

世界赤十字デー（５月８日）の全国統一キャンペーン事業として、県内１，０００人赤十字救急法実践講習会を開催し、赤十字事業に対す

る理解度の向上に努めた。 

      ○開催日   平成２１年５月１０日 

      ○場 所   メートプラザ佐賀 

      ○参加者   ４３人 

②講習への指導員派遣 

  校区１４ヶ所（救急法：４ヶ所、防災講習：３ヶ所、水上安全講習：１ヶ所、健康生活支援講習：１ヶ所、幼児安全法：５ヶ所） 

（２）災害義援金の募集・受付 

各地で発生した災害などに対し義援金の募集及び受付を行い、被災地への支援を行った。 

なお、募集期間中に集まった義捐金は日本赤十字社佐賀県支部に全額送金し、同会（日本赤十字社佐賀県支部）を通じて送金した。 

◎山口・福岡県豪雨災害義援金（７月）  ３４，９６３円 

◎ハイチ地震救援金     （１月） １５４，０２２円 

（３）火事等の罹災世帯への援助 

市民で災害により罹災者が物的・精神的な援護を必要とする場合、自力更生の向上を図るために見舞金や毛布、日用品等の物資を支給して、物

的・精神的な援助を行った。 

β ─ ╩ ℮ ≢⁸ ₁ ╟╡ ⌂ ╩ ↄ↓≤⅜≢⅝√⁹ ™√ ╩ ⌐⁸ ╛ ─ ⇔╩ ╡√™⁹ 

    ╕√⁸ ─ ┼─ ⌐≈™≡│⁸ ה ה ≤ ⌐ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ─ ╦╣ ╩ ↕∑╢↓

≤⅜≢⅝√⁹ 

 


